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参考資料 

１ 生物多様性基本法 

（平成二十年六月六日法律第五十八号） 

 

前文 

第一章 総則（第一条―第十条） 

第二章 生物多様性戦略（第十一条―第十三条） 

第三章 基本的施策 

第一節 国の施策（第十四条―第二十六条） 

第二節 地方公共団体の施策（第二十七条） 

 

附則 

生命の誕生以来、生物は数十億年の歴史を経て様々な環境に適応して進化し、今日、地球上には、

多様な生物が存在するとともに、これを取り巻く大気、水、土壌等の環境の自然的構成要素との相互

作用によって多様な生態系が形成されている。 

人類は、生物の多様性のもたらす恵沢を享受することにより生存しており、生物の多様性は人類の

存続の基盤となっている。また、生物の多様性は、地域における固有の財産として地域独自の文化の

多様性をも支えている。 

一方、生物の多様性は、人間が行う開発等による生物種の絶滅や生態系の破壊、社会経済情勢の

変化に伴う人間の活動の縮小による里山等の劣化、外来種等による生態系のかく乱等の深刻な危機

に直面している。また、近年急速に進みつつある地球温暖化等の気候変動は、生物種や生態系が適

応できる速度を超え、多くの生物種の絶滅を含む重大な影響を与えるおそれがあることから、地球温

暖化の防止に取り組むことが生物の多様性の保全の観点からも大きな課題となっている。 

国際的な視点で見ても、森林の減少や劣化、乱獲による海洋生物資源の減少など生物の多様性は

大きく損なわれている。我が国の経済社会が、国際的に密接な相互依存関係の中で営まれていること

にかんがみれば、生物の多様性を確保するために、我が国が国際社会において先導的な役割を担う

ことが重要である。 

我らは、人類共通の財産である生物の多様性を確保し、そのもたらす恵沢を将来にわたり享受でき

るよう、次の世代に引き継いでいく責務を有する。今こそ、生物の多様性を確保するための施策を包括

的に推進し、生物の多様性への影響を回避し又は最小としつつ、その恵沢を将来にわたり享受できる

持続可能な社会の実現に向けた新たな一歩を踏み出さなければならない。 

ここに、生物の多様性の保全及び持続可能な利用についての基本原則を明らかにしてその方向性

を示し、関連する施策を総合的かつ計画的に推進するため、この法律を制定する。 

 

第一章 総則 

（目的） 

第一条  この法律は、環境基本法 （平成五年法律第九十一号）の基本理念にのっとり、生物の多様性

の保全及び持続可能な利用について、基本原則を定め、並びに国、地方公共団体、事業者、国民及

び民間の団体の責務を明らかにするとともに、生物多様性国家戦略の策定その他の生物の多様性の

保全及び持続可能な利用に関する施策の基本となる事項を定めることにより、生物の多様性の保全及

び持続可能な利用に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって豊かな生物の多様性を保全し、

その恵沢を将来にわたって享受できる自然と共生する社会の実現を図り、あわせて地球環境の保全に

寄与することを目的とする。 
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（定義） 

第二条  この法律において「生物の多様性」とは、様々な生態系が存在すること並びに生物の種間及び

種内に様々な差異が存在することをいう。 

２  この法律において「持続可能な利用」とは、現在及び将来の世代の人間が生物の多様性の恵沢を享

受するとともに人類の存続の基盤である生物の多様性が将来にわたって維持されるよう、生物その他

の生物の多様性の構成要素及び生物の多様性の恵沢の長期的な減少をもたらさない方法（以下「持

続可能な方法」という。）により生物の多様性の構成要素を利用することをいう。 

 

（基本原則） 

第三条  生物の多様性の保全は、健全で恵み豊かな自然の維持が生物の多様性の保全に欠くことの

できないものであることにかんがみ、野生生物の種の保存等が図られるとともに、多様な自然環境が地

域の自然的社会的条件に応じて保全されることを旨として行われなければならない。 

２  生物の多様性の利用は、社会経済活動の変化に伴い生物の多様性が損なわれてきたこと及び自然

資源の利用により国内外の生物の多様性に影響を及ぼすおそれがあることを踏まえ、生物の多様性に

及ぼす影響が回避され又は最小となるよう、国土及び自然資源を持続可能な方法で利用することを旨

として行われなければならない。 

３  生物の多様性の保全及び持続可能な利用は、生物の多様性が微妙な均衡を保つことによって成り

立っており、科学的に解明されていない事象が多いこと及び一度損なわれた生物の多様性を再生す

ることが困難であることにかんがみ、科学的知見の充実に努めつつ生物の多様性を保全する予防的な

取組方法及び事業等の着手後においても生物の多様性の状況を監視し、その監視の結果に科学的

な評価を加え、これを当該事業等に反映させる順応的な取組方法により対応することを旨として行われ

なければならない。 

４  生物の多様性の保全及び持続可能な利用は、生物の多様性から長期的かつ継続的に多くの利益

がもたらされることにかんがみ、長期的な観点から生態系等の保全及び再生に努めることを旨として行

われなければならない。 

５  生物の多様性の保全及び持続可能な利用は、地球温暖化が生物の多様性に深刻な影響を及ぼす

おそれがあるとともに、生物の多様性の保全及び持続可能な利用は地球温暖化の防止等に資すると

の認識の下に行われなければならない。 

 

（国の責務） 

第四条  国は、前条に定める生物の多様性の保全及び持続可能な利用についての基本原則（以下「基

本原則」という。）にのっとり、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的かつ総合的な

施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

 

（地方公共団体の責務） 

第五条  地方公共団体は、基本原則にのっとり、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関し、国

の施策に準じた施策及びその他のその地方公共団体の区域の自然的社会的条件に応じた施策を策

定し、及び実施する責務を有する。 

 

（事業者の責務） 

第六条  事業者は、基本原則にのっとり、その事業活動を行うに当たっては、事業活動が生物の多様性

に及ぼす影響を把握するとともに、他の事業者その他の関係者と連携を図りつつ生物の多様性に配

慮した事業活動を行うこと等により、生物の多様性に及ぼす影響の低減及び持続可能な利用に努める

ものとする。 
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（国民及び民間の団体の責務） 

第七条  国民は、基本原則にのっとり、生物の多様性の重要性を認識するとともに、その日常生活に関

し、外来生物を適切に取り扱うこと及び生物の多様性に配慮した物品又は役務を選択すること等により、

生物の多様性に及ぼす影響の低減及び持続可能な利用に努めるものとする。 

２  国民及び民間の団体は、基本原則にのっとり、生物の多様性の保全及び持続可能な利用のための

取組を自ら行うとともに、他の者の行う生物の多様性の保全及び持続可能な利用のための取組に協力

するよう努めるものとする。 

 

（法制上の措置等） 

第八条  政府は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を実施するため必要な法制

上、財政上又は税制上の措置その他の措置を講じなければならない。 

 

（施策の有機的な連携への配慮） 

第九条  生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を講ずるに当たっては、地球温暖化

が生物の多様性に深刻な影響を及ぼすおそれがあること等にかんがみ、地球温暖化の防止、循環型

社会の形成その他の環境の保全に関する施策相互の有機的な連携が図られるよう、必要な配慮がな

されるものとする。 

 

（年次報告等） 

第十条  政府は、毎年、国会に、生物の多様性の状況及び政府が生物の多様性の保全及び持続可能

な利用に関して講じた施策に関する報告を提出しなければならない。 

２  政府は、毎年、前項の報告に係る生物の多様性の状況を考慮して講じようとする施策を明らかにした

文書を作成し、これを国会に提出しなければならない。 

 

第二章 生物多様性戦略 

（生物多様性国家戦略の策定等） 

第十一条  政府は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策の総合的かつ計画的な推

進を図るため、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計画（以下「生物多様性

国家戦略」という。）を定めなければならない。 

２  生物多様性国家戦略は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一  生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策についての基本的な方針 

二  生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する目標 

三  生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関し、政府が総合的かつ計画的に講ずべき施策 

四  前三号に掲げるもののほか、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を総合的

かつ計画的に推進するために必要な事項 

３  環境大臣は、生物多様性国家戦略の案を作成し、閣議の決定を求めなければならない。 

４  環境大臣は、前項の規定により生物多様性国家戦略の案を作成しようとするときは、あらかじめ、イン

ターネットの利用その他の適切な方法により、国民の意見を反映させるために必要な措置を講ずるとと

もに、中央環境審議会の意見を聴かなければならない。 

５  環境大臣は、第三項の規定による閣議の決定があったときは、遅滞なく、生物多様性国家戦略を公

表しなければならない。 

６  前三項の規定は、生物多様性国家戦略の変更について準用する。 

 

（生物多様性国家戦略と国の他の計画との関係） 

第十二条  生物多様性国家戦略は、環境基本法第十五条第一項 に規定する環境基本計画（次項に
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おいて単に「環境基本計画」という。）を基本として策定するものとする。 

２  環境基本計画及び生物多様性国家戦略以外の国の計画は、生物の多様性の保全及び持続可能な

利用に関しては、生物多様性国家戦略を基本とするものとする。 

 

（生物多様性地域戦略の策定等） 

第十三条  都道府県及び市町村は、生物多様性国家戦略を基本として、単独で又は共同して、当該都

道府県又は市町村の区域内における生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する基本的な計

画（以下「生物多様性地域戦略」という。）を定めるよう努めなければならない。 

２  生物多様性地域戦略は、次に掲げる事項について定めるものとする。 

一  生物多様性地域戦略の対象とする区域 

二  当該区域内の生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する目標 

三  当該区域内の生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関し、総合的かつ計画的に講ずべき

施策 

四  前三号に掲げるもののほか、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を総合的

かつ計画的に推進するために必要な事項 

３  都道府県及び市町村は、生物多様性地域戦略を策定したときは、遅滞なく、これを公表するとともに、

環境大臣に当該生物多様性地域戦略の写しを送付しなければならない。 

４  前項の規定は、生物多様性地域戦略の変更について準用する。 

 

第三章 基本的施策 

第一節 国の施策 

（地域の生物の多様性の保全） 

第十四条  国は、地域固有の生物の多様性の保全を図るため、我が国の自然環境を代表する自然的

特性を有する地域、多様な生物の生息地又は生育地として重要な地域等の生物の多様性の保全上

重要と認められる地域の保全、過去に損なわれた生態系の再生その他の必要な措置を講ずるものと

する。 

２  国は、農林水産業その他の人の活動により特有の生態系が維持されてきた里地、里山等の保全を

図るため、地域の自然的社会的条件に応じて当該地域を継続的に保全するための仕組みの構築その

他の必要な措置を講ずるものとする。 

３  国は、生物の多様性の保全上重要と認められる地域について、地域間の生物の移動その他の有機

的なつながりを確保しつつ、それらの地域を一体的に保全するために必要な措置を講ずるものとする。 

 

（野生生物の種の多様性の保全等） 

第十五条  国は、野生生物の種の多様性の保全を図るため、野生生物の生息又は生育の状況を把握

し、及び評価するとともに、絶滅のおそれがあることその他の野生生物の種が置かれている状況に応じ

て、生息環境又は生育環境の保全、捕獲等及び譲渡し等の規制、保護及び増殖のための事業その

他の必要な措置を講ずるものとする。 

２  国は、野生生物が生態系、生活環境又は農林水産業に係る被害を及ぼすおそれがある場合には、

生息環境又は生育環境の保全、被害の防除、個体数の管理その他の必要な措置を講ずるものとす

る。 

 

（外来生物等による被害の防止） 

第十六条  国は、生態系に係る被害を及ぼすおそれがある外来生物、遺伝子組換え生物等について、

飼養等又は使用等の規制、防除その他の必要な措置を講ずるものとする。 

２  国は、生態系に係る被害を及ぼすおそれがある化学物質について、製造等の規制その他の必要な
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措置を講ずるものとする。 

 

（国土及び自然資源の適切な利用等の推進） 

第十七条  国は、持続可能な利用の推進が地域社会の健全な発展に不可欠であることにかんがみ、地

域の自然的社会的条件に応じて、地域の生態系を損なわないよう配慮された国土の適切な利用又は

管理及び自然資源の著しい減少をもたらさないよう配慮された自然資源の適切な利用又は管理が総

合的かつ計画的に推進されるよう必要な措置を講ずるものとする。 

 

（生物資源の適正な利用の推進） 

第十八条  国は、生物資源の有用性にかんがみ、農林水産業、工業その他の分野においてその適正

な利用を図るため、生物の多様性に配慮しつつ、生物資源を有効に活用するための研究及び技術開

発並びに生物資源の収集及び体系的な保存の推進その他の必要な措置を講ずるものとする。 

 

（生物の多様性に配慮した事業活動の促進） 

第十九条  国は、生物の多様性に配慮した原材料の利用、エコツーリズム、有機農業その他の事業活

動における生物の多様性に及ぼす影響を低減するための取組を促進するために必要な措置を講ずる

ものとする。 

２  国は、国民が生物の多様性に配慮した物品又は役務を選択することにより、生物の多様性に配慮し

た事業活動が促進されるよう、事業活動に係る生物の多様性への配慮に関する情報の公開、生物の

多様性に配慮した消費生活の重要性についての理解の増進その他の必要な措置を講ずるものとす

る。 

 

（地球温暖化の防止等に資する施策の推進） 

第二十条  国は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用が地球温暖化の防止等に資することを踏

まえ、多くの二酸化炭素を吸収し及び固定している森林、里山、草原、湿原等を保全するとともに、間

伐、採草等の生物の多様性を保全するために必要な管理が促進されるようバイオマスの利用の推進そ

の他の必要な措置を講ずるものとする。 

 

（多様な主体の連携及び協働並びに自発的な活動の促進等） 

第二十一条  国は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を適正に策定し、及び実

施するため、関係省庁相互間の連携の強化を図るとともに、地方公共団体、事業者、国民、民間の団

体、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関し専門的な知識を有する者等の多様な主体と連

携し、及び協働するよう努めるものとする。 

２  国は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する政策形成に民意を反映し、その過程の公

正性及び透明性を確保するため、事業者、民間の団体、生物の多様性の保全及び持続可能な利用

に関し専門的な知識を有する者等の多様な主体の意見を求め、これを十分考慮した上で政策形成を

行う仕組みの活用等を図るものとする。 

３  国は、事業者、国民又は民間の団体が行う生物の多様性の保全上重要な土地の取得並びにその維

持及び保全のための活動その他の生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する自発的な活動

が促進されるよう必要な措置を講ずるものとする。 

 

（調査等の推進） 

第二十二条  国は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を適正に策定し、及び実

施するため、生物の多様性の状況の把握及び監視等の生物の多様性に関する調査の実施並びに調

査に必要な体制の整備、標本等の資料の収集及び体系的な保存並びに情報の提供その他の必要な
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措置を講ずるものとする。 

２  国は、生物の多様性の状況及びその恵沢を総合的に評価するため、適切な指標の開発その他の必

要な措置を講ずるものとする。 

 

（科学技術の振興） 

第二十三条  国は、生物の多様性に関する科学技術の振興を図るため、野生生物の種の特性の把握、

生態系の機構の解明等の研究開発の推進及びその成果の普及、試験研究の体制の整備、研究者の

養成その他の必要な措置を講ずるものとする。 

 

（国民の理解の増進） 

第二十四条  国は、学校教育及び社会教育における生物の多様性に関する教育の推進、専門的な知

識又は経験を有する人材の育成、広報活動の充実、自然との触れ合いの場及び機会の提供等により

国民の生物の多様性についての理解を深めるよう必要な措置を講ずるものとする。 

 

（事業計画の立案の段階等での生物の多様性に係る環境影響評価の推進） 

第二十五条  国は、生物の多様性が微妙な均衡を保つことによって成り立っており、一度損なわれた生

物の多様性を再生することが困難であることから、生物の多様性に影響を及ぼす事業の実施に先立つ

早い段階での配慮が重要であることにかんがみ、生物の多様性に影響を及ぼすおそれのある事業を

行う事業者等が、その事業に関する計画の立案の段階からその事業の実施までの段階において、そ

の事業に係る生物の多様性に及ぼす影響の調査、予測又は評価を行い、その結果に基づき、その事

業に係る生物の多様性の保全について適正に配慮することを推進するため、事業の特性を踏まえつ

つ、必要な措置を講ずるものとする。 

 

（国際的な連携の確保及び国際協力の推進） 

第二十六条  国は、生物の多様性の保全及び持続可能な利用が、地球環境の保全上重要な課題であ

ることにかんがみ、生物の多様性に関する条約等に基づく国際的な取組に主体的に参加することその

他の国際的な連携の確保並びに生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する技術協力その

他の国際協力の推進に必要な措置を講ずるものとする。 

第二節 地方公共団体の施策 

第二十七条  地方公共団体は、前節に定める国の施策に準じた施策及びその他のその地方公共団体

の区域の自然的社会的条件に応じた生物の多様性の保全及び持続可能な利用に関する施策を、こ

れらの総合的かつ計画的な推進を図りつつ実施するものとする。 

 

附 則 抄 

（施行期日） 

この法律は、公布の日から施行する。 

 

（生物の多様性の保全に係る法律の施行状況の検討） 

第二条  政府は、この法律の目的を達成するため、野生生物の種の保存、森林、里山、農地、湿原、干

潟、河川、湖沼等の自然環境の保全及び再生その他の生物の多様性の保全に係る法律の施行の状

況について検討を加え、その結果に基づいて必要な措置を講ずるものとする。 
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２ 愛知目標 

生物多様性国家戦略 2012-2020 が達成に向けたロードマップとしている「愛知目標」は、平

成 22 年（2010 年）に愛知県名古屋市で開催された生物多様性条約第 10 回締約国会議

（COP10）において採択された、生物多様性に関する 2011 年以降の新たな世界目標となる戦

略計画 2011-2020 の、2015 年または 2020 年を目標年とする 20 の具体的な行動目標です。 

 

戦略目標Ａ （根本的要因への取り組み） 

各政府と各社会において生物多様性を主流化することにより、生物多様性の損失の根本原

因に対処する。 

 

目標 １：遅くとも 2020 年までに、生物多様性の価値及びそれを保全し持続可能に利用するために取り得る行動を、

人々が認識する。 

目標 ２：遅くとも 2020 年までに、生物多様性の価値が、国と地方の開発及び貧困削減のための戦略や計画プロ

セスに統合され、適切な場合には国家勘定や報告制度に組み込まれている。 

目標 ３：遅くとも 2020 年までに、条約その他の国際的義務に整合し調和するかたちで、国内の社会経済状況を考

慮しつつ、負の影響を最小化又は回避するために、補助金を含む生物多様性に有害な奨励措置が廃止

され、あるいは段階的に廃止され、又は改革され、また、生物多様性の保全及び持続可能な利用のため

の正の奨励措置が策定され、適用される。 

目標 ４：遅くとも 2020 年までに、政府、ビジネス及びあらゆるレベルの関係者が、持続可能な生産及び消費のた

めの計画を達成するための行動を行い、又はそのための計画を実施しており、また自然資源の利用の影

響を生態学的限界の十分安全な範囲内に抑える。 

戦略目標Ｂ （直接的要因への取り組み） 

生物多様性への直接的な圧力を減少させ、持続可能な利用を促進する。 

目標 ５：2020 年までに、森林を含む自然生息地の損失の速度が少なくとも半減し、また可能な場合にはゼロに近

づき、また、それらの生息地の劣化と分断が顕著に減少する。 

目標 ６：2020 年までに、すべての魚類と無脊椎動物の資源及び水生植物が持続的かつ法律に沿ってかつ生態

系を基盤とするアプローチを適用して管理、収穫され、それによって過剰漁獲を避け、枯渇したすべての

種に対して回復計画や対策が実施され、絶滅危惧種や脆弱な生態系に対する漁業の深刻な影響をなく

し、資源、種、生態系への漁業の影響が生態学的に安全な範囲内に抑えられる。 

目標 ７：2020 年までに、農業、養殖業、林業が行われる地域が、生物多様性の保全を確保するよう持続的に管理

される。 

目標 ８：2020 年までに、過剰栄養などによる汚染が、生態系機能と生物多様性に有害とならない水準まで抑えら

れる。 

目標 ９：2020 年までに、侵略的外来種及びその定着経路が特定され、優先順位付けられ、優先度の高い種が制

御又は根絶される。また、侵略的外来種の導入又は定着を防止するために、定着経路を管理するための

対策が講じられる。 

目標10：2015年までに、気候変動又は海洋酸性化により影響を受けるサンゴ礁その他の脆弱な生態系について、

その生態系を悪化させる複合的な人為的圧力が最小化され、その健全性と機能が維持される。 
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戦略目標Ｃ （状況の維持･改善） 

生態系、種及び遺伝子の多様性を保護することにより、生物多様性の状況を改善する。 

 

目標 11：2020 年までに、少なくとも陸域及び内陸水域の 17％、また沿岸域及び海域の 10％、特に、生物多様性と

生態系サービスに特別に重要な地域が、効果的、衡平に管理され、かつ生態学的に代表的な良く連結さ

れた保護地域システムやその他の効果的な地域をベースとする手段を通じて保全され、また、より広域の

陸上景観や海洋景観に統合される。 

目標 12：2020 年までに、既知の絶滅危惧種の絶滅が防止され、また、それらのうち、特に最も減少している種に対

する保全状況の改善が達成、維持される。 

目標13：2020年までに、社会経済的、文化的に貴重な種を含む作物、家畜及びその野生近縁種の遺伝子の多様

性が維持され、また、その遺伝資源の流出を最小化し、遺伝子の多様性を保護するための戦略が策定さ

れ、実施される。 

戦略目標Ｄ （自然の恵みの強化） 

生物多様性及び生態系サービスから得られるすべての人のための恩恵を強化する。 

 

目標 14：2020 年までに、生態系が水に関連するものを含む不可欠なサービスを提供し、人の健康、生活、福利に

貢献し、回復及び保護され、その際には女性、先住民 ※3、地域社会、貧困層及び弱者のニーズが考

慮される。 

目標 15：2020 年までに、劣化した生態系の少なくとも 15％以上の回復を含む生態系の保全と回復を通じ、生態系

の回復能力及び二酸化炭素の貯蔵に対する生物多様性の貢献が強化され、それが気候変動の緩和と

適応及び砂漠化対処に貢献する。 

目標 16：2015 年までに、遺伝資源の取得の機会（アクセス）及びその利用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分

に関する名古屋議定書が、国内法制度に従って施行され、運用される。 

戦略目標Ｅ （実施の強化） 

参加型計画立案、知識管理及び能力構築を通じて実施を強化する。 

 

目標 17：2015 年までに、各締約国が、効果的で、参加型の改定生物多様性国家戦略及び行動計画を策定し、政

策手段として採用し、実施している。 

目標 18：2020 年までに、生物多様性の保全及び持続可能な利用に関連する先住民の社会及び地域社会の伝統

的な知識、工夫、慣行及びこれらの社会の生物資源の利用慣行が、国内法制度及び関連する国際的義

務に従って尊重され、これらの社会の完全かつ効果的な参加のもとに、あらゆる関連するレベルにおいて、

条約の実施に完全に組み入れられ、反映される。 

目標 19：2020 年までに、生物多様性、その価値や機能、その現状や傾向、その損失の結果に関連する知識、科

学的基盤及び技術が向上し、広く共有され、移転され、適用される。 

目標 20：遅くとも 2020 年までに、戦略計画 2011-2020 の効果的な実施に向けて、あらゆる資金源からの、また資源

動員戦略において統合、合意されたプロセスに基づく資金動員が、現在のレベルから顕著に増加すべき

である。この目標は、締約国により策定、報告される資源のニーズアセスメントによって変更される可能性

がある。 
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３ 生物の分布や保護地域、土地利用等に関する既存の国等のデータ 

 

基盤情報 

 
 

写真･画像 

 
  

名称 縮尺 整備エリア 情報・データ形式 整備機関

地勢図 1:200,000

1:2,500 都市周辺 紙地図

1:5,000
都市周辺以外
の地域

紙地図

湖沼図 1:10,000 主要湖沼 紙地図

行政区界

海岸線

湖沼

河川

流域メッシュ 100mメッシュ

ダム 位置ポイント

標高・傾斜度 3～5次メッシュ

国土交通省
http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/日本全国 GISデータ

国土地理院
http://www.jmc.or.jp
地図閲覧サービス（ウォッちず）
 http://watchizu.gsi.go.jp/
国土基本図・湖沼図
http://www.jmc.or.jp/sale/kihonzutsuhan.html国土基本図

紙地図
数値地図
（GISデータ）

1:10,000
1:25,000
1:50,000

地形図
日本全国

名称 縮尺 整備エリア 情報・データ形式 整備機関

LANDSAT／米国
http://www.restec.or.jp

ＡＬＯＳ（だいち）／日本

紙焼き
画像データ

画像データ

山地部

日本全国

ＳＰＯＴ／フランス
http://www.spotimage.co.jp/web/511-japanese.php

空中写真

1:10,000
～1:30,000

平野部、主要
都市部

国土地理院ほか
http://www.jmc.or.jp
国土変遷アーカイブス
http://archive.gsi.go.jp/airphoto/
標定図
http://www.jmc.or.jp/photohtz/

約1:20,000
林野庁
http://www.grnk.co.jp/

衛星画像

LANDSAT
ALOS他

IKONOS 日本全国
米国
http://www.spaceimaging.co.jp



＜参考資料＞ 

３ 生物の分布や保護地域、土地利用等に関する既存の国等のデータ 

- 83 - 

自然環境情報・社会環境情報（その１） 

 

  

名称 縮尺 整備エリア 情報・データ形式 整備機関

1:25,000 都市周辺 紙地図

1:200,000 日本全国

土地条件図 1:25,000 95面 紙地図

沿岸海域土地条件図 1:25,000 主要海域 紙地図

1:25,000 紙地図

1:200,000

1:500,000

1:50,000 紙地図

1:200,000

1:500,000

紙地図

紙地図

自然環境保全基礎調査
（植生調査）

1:50,000
1:25,000

紙地図
GISデータ

（動物分布調査） 3次メッシュ
紙地図
GISデータ

（特定植物群落調査）
紙地図
GISデータ

（巨樹・巨木林調査） GISデータ

（河川調査） GISデータ

（海岸改変状況調査） GISデータ

（湖沼調査） GISデータ

（湿地調査） GISデータ

（藻場調査） GISデータ

（干潟調査） GISデータ

（サンゴ調査） GISデータ

（マングローブ調査） GISデータ

（植物目録） デジタルデータ

（種の多様性調査） デジタルデータ

（特定哺乳類生息状況調査） デジタルデータ

（鳥類ｱﾄﾗｽ(鳥類標識調査)） GISデータ

（モニタリングサイト1000） デジタルデータ

（ガンカモ類の生息調査） デジタルデータ

（シギ・チドリ類の調査） デジタルデータ

（コアジサシの調査） デジタルデータ

（海棲動物調査） デジタルデータ

（海域自然度調査） デジタルデータ

（海域環境調査） デジタルデータ

（海域生物調査） デジタルデータ

（海辺調査） デジタルデータ

（生態系総合ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ調査） デジタルデータ

（身近な生きもの調査） デジタルデータ

日本全国
国土交通省土地・水資源局国土調査課
http://tochi.mlit.go.jp/tockok/inspect/inspect.html

日本全国（調
査対象地域）
※植生調査の
1:25,000植生
図は順次整備

環境省自然環境局生物多様性センター
http://www.biodic.go.jp

対象地域のみ
国土地理院
http://www.jmc.or.jp

土地利用図
国土地理院
http://www.jmc.or.jp

地質図
地質調査総合
センターHP参
照

産業技術総合研究所地質調査総合センター
http://wwwsoc.nii.ac.jp/tokyogeo/
日本地図センター等
http://www.gsj.jp/geomap/
シームレス地質図閲覧
 http://riodb02.ibase.aist.go.jp/db084/

沿岸海域地形図 1:25,000

土地保全基本調査 1:200,000

土地分類基本調査

1/20万、1/50
万については
日本全国、
1/5万図はほ
ぼ日本全国

国土交通省土地・水資源局国土調査課および各都道府県
画像購入・閲覧・貸出
http://www.zen-kyo.or.jp/book.html
図幅一覧
http://tochi.mlit.go.jp/tockok/inspect/inspect.html
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自然環境情報・社会環境情報（その２） 

 

  

名称 縮尺 整備エリア 情報・データ形式 整備機関

デジタルデータ

－

デジタルデータ

GISデータ

土地利用3次メッシュ 1kmメッシュ 日本全国 GISデータ

土地利用細分メッシュ 100mメッシュ 日本全国 GISデータ

森林地域 日本全国 GISデータ

農業地域 日本全国 GISデータ

都市地域 日本全国 GISデータ

用途地域 日本全国 GISデータ

DID人口集中地区 日本全国 GISデータ

過疎地域 日本全国 GISデータ

豪雪地帯 日本全国 GISデータ

特殊土壌地帯 日本全国 GISデータ

土砂災害危険箇所 日本全国 GISデータ

浸水想定区域 日本全国 GISデータ

土砂災害・雪崩メッシュ 5kmメッシュ 日本全国 GISデータ

平年値（気候）メッシュ 1kmメッシュ 日本全国 GISデータ

都市公園 点データ 日本全国 GISデータ

工業用地 日本全国 GISデータ

世界自然遺産 日本全国 GISデータ

地域資源 点データ 日本全国 GISデータ

観光資源 日本全国 GISデータ

自然公園地域 日本全国 GISデータ

自然保全地域 日本全国 GISデータ

鳥獣保護区 日本全国 GISデータ

道路密度・道路延長メッシュ 1kmメッシュ 日本全国 GISデータ

港湾 点,線データ 日本全国 GISデータ

漁港 点,線データ 日本全国 GISデータ

紙地図

日本全国
環境省自然環境局生物多様性センター
http://www.sizenken.biodic.go.jp/wetland/

国土交通省
http://mizukoku.nilim.go.jp/ksnkankyo/index.html

重要湿地500

沿岸の海の基本図 1:10,000 主要海域

国土交通省
http://nlftp.mlit.go.jp/ksj/

海上保安庁
http://www.jha.or.jp/

生物多様性保全のための
　国土区分ごとの重要地

日本全国 環境省自然環境局生物多様性センター

河川水辺の国勢調査
日本全国の調
査対象河川
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自然環境情報・社会環境情報（その３） 

 

  

名称 縮尺 整備エリア 情報・データ形式 整備機関

自然環境保全地域
　各種データ

日本全国 リスト形式

自然公園各種データ 日本全国 リスト形式

国立公園各種データ 日本全国 リスト形式

国定公園各種データ 日本全国 リスト形式

自然公園等利用者数調査 日本全国 リスト形式

野生生物保護データ
　（ラムサール条約湿地）

日本全国 リスト形式

（国指定鳥獣保護指定状況） 日本全国 リスト形式

（国内希少野生動植物種） 日本全国 リスト形式

（生息地等保護区一覧） 日本全国 リスト形式

野生鳥獣情報システム ― ―

鳥獣関係統計 日本全国 リスト形式

農林業センサス 日本全国 PDF形式

漁業センサス 日本全国 PDF形式

農林水産省
農林業センサス
http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/index.html
漁業センサス
http://www.maff.go.jp/j/tokei/census/fc/index.html

国指定文化財等
　データベース

日本全国 リスト形式
文化庁
http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/index_pc.asp

環境省

気象統計情報 日本全国 リスト形式
気象庁
http://www.jma.go.jp/jma/menu/report.html

日本の絶滅のおそれのある
　野生生物の種のリスト

日本全国 リスト形式

環境省自然環境局生物多様性センター
http://www.biodic.go.jp/rdb/rdb_f.html
http://www.env.go.jp/nature/hozen/data.html
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■ 報告書等 

□環境省 

・ 生物多様性国家戦略 2012-2020 

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/initiatives/ 

・ 環境・循環型社会・生物多様性白書（毎年度刊行） 

http://www.env.go.jp/policy/hakusho/ 

・ 猛禽類保護の進め方（改訂版）（平成 24 年 12 月） 

http://www.env.go.jp/nature/yasei/raptores/protection.html 

・ 海洋生物多様性保全戦略（平成 23 年 3 月） 

http://www.env.go.jp/nature/biodic/kaiyo-hozen/ 

・ 鳥類等に関する風力発電施設立地適正化のための手引き（平成 23 年 1 月） 

https://www.env.go.jp/press/press.php?serial=13331 

・ 里地里山保全活用行動計画（平成 22 年 9 月） 

http://www.env.go.jp/nature/satoyama/keikaku.html 

・ 生物多様性総合評価報告書 ［環境省生物多様性総合評価検討委員会］（平成 22 年 5 月） 

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/jbo/jbo/files/allin.pdf 

・ 生物多様性民間参画ガイドライン（平成 21 年 8 月） 

http://www.env.go.jp/nature/biodic/gl_participation/download.html 

・ 生物多様性評価の地図化 

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/policy/map/ 

□農林水産省 

・ 農林水産省生物多様性戦略（平成 24 年 2 月） 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/s_senryaku/ 

・ いきものマークガイドブック（平成 22 年 3 月） 

http://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/s_ikimono/guidebook/ 

□国土交通省 

・ 都市と生物多様性（平成 22 年 10 月） 

http://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi_parkgreen_tk_000022.html 

・ 都市の生物多様性指標（素案）（平成 25 年 5 月） 

http://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi_parkgreen_tk_000022.html 

・ 緑の基本計画における生物多様性の確保に関する技術的配慮事項（平成 23 年 10 月） 

http://www.mlit.go.jp/toshi/park/toshi_parkgreen_tk_000022.html 

□その他 

・ 地球規模生物多様性概況第 3 版（Global Biodiversity Outlook 3）（平成 22 年）（生物多様性条約事務局） 

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/about/library/files/GBO3.pdf 

・ ミレニアム生態系評価（Millenium Ecosystem Assessment）（平成 17 年）（国際連合） 

http://www.maweb.org/en/index.aspx 

■ 一般図書等 

・ 武内和彦・渡辺綱男(編)（2014）．日本の自然環境政策 自然共生社会をつくる．東京大学出版会． 

・ 日本自然保護協会（2014）．ココからはじめる生物多様性地域戦略 地方自治体・実践事例集. 
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・ 枝廣淳子（2011）．私たちにたいせつな生物多様性のはなし．かんき出版． 

・ 足立直樹（2010）．生物多様性経営 持続可能な資源戦略．日本経済新聞出版社． 

・ 林希一郎（編著）（2010）．生物多様性・生態系と経済の基礎知識．中央法規出版． 

・ 井田徹治（2010）．生物多様性とは何か．岩波書店． 

・ 盛山正仁（2010）．生物多様性 100 問．木楽舎． 

・ 鷲谷いづみ（2010）．生物多様性 入門．岩波書店． 

・ 生物多様性政策研究会（編）（2002）．生物多様性キーワード事典．中央法規出版． 

■ 関連サイト等 

・ 国際自然保護連合日本委員会（IUCN-J） にじゅうまるプロジェクト 

http://bd20.jp/ 

・ 生物多様性条約事務局（CBD） 

http://www.cbd.int/ 

・ コンサベーション・インターナショナル 

http://www.conservation.org/global/japan/Pages/partnerlanding.aspx 

・ 環境省 生物多様性ホームページ 

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/ 

・ 環境省 里なび 

http://www.satonavi.go.jp/ 

・ 環境省 グリーンウェイブ 

http://www.greenwave.go.jp/ 

・ 環境省 生物多様性センター 

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/ 

・ 環境省 いきものみっけ 

http://www.mikke.go.jp/ 

・ 環境省 自然環境保全基礎調査 植生調査情報提供 

http://www.vegetation.jp/ 

・ 環境省 モニタリングサイト 1000 

http://www.biodic.go.jp/moni1000/index.html 

・ 環境省 日本の世界遺産 

http://www.env.go.jp/nature/isan/worldheritage/index.html 

・ 環境省 海洋生物多様性保全戦略公式サイト 

http://www.env.go.jp/nature/biodic/kaiyo-hozen/index.html 

・ 環境省 自然再生ネットワーク 

http://www.env.go.jp/nature/saisei/network/index.html 

・ 環境省 インターネット自然研究所 

http://www.sizenken.biodic.go.jp/ 

・ 環境省 生物多様性情報システム 

http://www.biodic.go.jp/J-IBIS.html 

・ 環境省・農林水産省 田んぼの生きもの調査 

http://www.acres.or.jp/Acres/chousa/main.htm 

・ 国土交通省 生物多様性保全に向けた取組 

http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/sosei_environment_fr_000107.html 
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生物多様性に関する法律の概要（１／５） 

 

法律名 概要

環境基本法
環境の保全に関する施策を総合的かつ計画的に推進し、もって現在及び将来の国民の健
康で文化的な生活の確保に寄与するとともに人類の福祉に貢献することを目的とした法律

生物多様性基本法
我が国の生物多様性の保全と持続可能な利用に関する施策を総合的かつ計画的に推進す
ることにより、豊かな生物多様性を保全し、その恵沢を将来にわたって享受できる自然と共生
する社会の実現を図り、あわせて地球環境の保全に寄与することを目的とした法律

国土利用計画法
国土利用計画の策定に関し必要な事項について定めるとともに、土地利用を調整するため
の措置を講ずることにより、総合的かつ計画的な国土の利用を図ることを目的とした法律

国土形成計画法
総合的見地から国土の利用、整備及び保全を推進するため、国土形成計画の策定などによ
り、現在及び将来の国民が安心して豊かな生活を営むことができる経済社会の実現に寄与
することを目的とした法律

自然公園法
優れた自然の風景地を保護するとともに、その利用の増進を図ることにより、国民の保健、休
養及び教化に資するとともに、生物の多様性の確保に寄与することを目的とした法律

自然環境保全法
自然環境保全基本方針の策定、自然環境保全基礎調査の実施、自然環境自然環境保全
地域等の保全などを定めることにより、自然環境を保全することが特に必要な区域等の生物
の多様性の確保その他の適正な保全を総合的に推進することを目的とした法律

自然再生推進法
自然再生についての基本理念、実施者等の責務及び自然再生基本方針の策定その他の
自然再生を推進するために必要な事項を定めることにより、自然再生に関する施策を総合的
に推進することを目的とした法律

景観法
都市、農山漁村等における良好な景観の形成を図るため、良好な景観の形成に関する基本
理念及び国等の責務を定めるとともに、景観計画の策定、景観計画区域、景観地区等にお
ける良好な景観の形成のための規制等所要の措置を講ずる景観についての総合的な法律

地域における多様な
主体の連携による生
物の多様性の保全の
ための活動の促進等
に関する法律(生物多
様性地域連携促進
法）

地域における多様な主体が連携して行う生物多様性保全活動を促進することによって、豊か
な生物多様性を保全することを目的とした法律

森林・林業基本法
基本理念として森林の有する多面的機能の持続的発揮等を掲げ、森林の適正な整備・保
全、山村の振興、林業の持続的かつ健全な発展等を図ることを目的とした法律

森林法
全国森林計画・地域森林計画等の森林計画制度、林地開発許可制度、保安林制度等につ
いて定めた法律

国有林野の管理経営
に関する法律

国有林野について、公益的機能の維持増進等の管理経営の目標や国有林野の維持・保存
等を事項とした「管理経営に関する計画」等を定めた法律

食料・農業・農村基本
法

国民生活の安定向上及び国民経済の健全な発展を図るために、「農業の持続的発展」と「農
村の振興」を強力に推進することを通じて、「食料の安定供給の確保」と「多面的機能の発
揮」を実現していくことを目的とした法律

農地法
農地を守ることを目的とし、農業の基盤である農地の所有や利用関係の仕組みについて定
めた基本的な法律

土地改良法
環境との調和に配慮しながら農用地の改良、開発、保全、集団化に関する事業を行い、農
業生産性の向上、農業構造の改善等を図ることを目的とした法律

農業振興地域の整備
に関する法律

総合的に農業の振興を図ることが必要である地域を明らかにし、この地域の整備に必要な農
業施策を計画的に推進するための措置を講ずることにより、農業の健全な発展を図るととも
に、国土資源の合理的な利用に寄与することを目的とした法律

有機農業の推進に関
する法律

有機農業の推進に関し、基本理念を定め、並びに国及び地方公共団体の責務を明らかに
するとともに、有機農業の推進に関する施策の基本となる事項を定めることにより、有機農業
の推進に関する施策を総合的に講じ、もって有機農業の発展を図ることを目的とした法律

鳥獣による農林水産
業等に係る被害の防
止のための特別措置
に関する法律

農山漁村地域において鳥獣による農林水産業等に係る被害が深刻な状況にあることにかん
がみ、その防止のための施策を総合的かつ効果的に推進することを目的とした法律
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生物多様性に関する法律の概要（２／５） 

 

  

法律名 概要

都市公園法
都市公園の設置及び管理に関する基準等を定めて、都市公園の健全な発展を図り、もって
公共の福祉の増進に資することを目的とした法律

都市緑地法

都市における緑地の保全及び緑化の推進に関する基本計画（緑の基本計画）、緑地保全地
域制度、特別緑地保全地区制度及び市民緑地制度などの都市の緑地の保全及び緑化の
推進に関する制度について定めることにより、良好な都市環境の形成を図ることを目的とした
法律

都市計画法

都市の健全な発展と秩序ある整備を図り、もって国土の均衡ある発展と公共の福祉の増進に
寄与することを目的として、土地利用や都市施設の整備等の都市計画の内容やその決定手
続き等について定めた法律（土地利用に関する事項の一つとして風致地区内における建築
等の規制について定めている）

首都圏近郊緑地保全
法

首都圏整備法により指定された近郊整備地帯における良好な自然の環境を有する緑地の
保全に関し必要な事項を定めることにより、近郊整備地帯の無秩序な市街地化を防止し、
もって首都圏の秩序ある発展に寄与することを目的とした法律

近畿圏の保全区域の
整備に関する法律

近畿圏整備法により指定された保全区域内における文化財の保存、緑地の保全又は観光
資源の保全若しくは開発に資すること等を目的とした法律

古都における歴史的
風土の保存に関する
特別措置法

わが国固有の文化的資産として国民がひとしくその恵沢を享受し、後代の国民に継承される
べき古都における歴史的風土を保存するために国等において講ずべき特別の措置を定め
た法律

都市の美観風致を維
持するための樹木の
保存に関する法律

都市の美観風致を維持するため、保存樹や保存樹林の指定など樹木の保存に関し必要な
事項を定めることによる都市の健全な環境の維持及び向上を目的とした法律

河川法

河川について、洪水、高潮等による災害の発生が防止され、河川が適正に利用され、流水
の正常な機能が維持され、及び河川環境の整備と保全がされるようにこれを総合的に管理
することにより、国土の保全と開発に寄与し、もつて公共の安全を保持し、かつ、公共の福祉
を増進することを目的とする法律

水質汚濁防止法
事業場からの排出水の規制・生活排水対策の推進・有害物質の地下浸透規制等により、公
共用水域及び地下水の水質の汚濁を防止し、国民の健康を保護するとともに生活環境の保
全を図ることを目的とした法律

湖沼水質保全特別措
置法

水質環境基準の確保が緊要な湖沼について水質の保全に関し実施すべき施策に関する計
画の策定及び排水規制等の措置を講じることにより、湖沼の水質保全を図ることを目的とし
た法律

砂防法
荒廃山地等での有害行為の禁止・制限、土砂生産の抑制、流出土砂の扞止・調節をするこ
とにより土砂災害を防止することを目的とする法律

海洋基本法

海洋が人類をはじめとする生物の生命を維持する上で不可欠な要素であるとともに、わが国
において、国際的協調の下、海洋の平和的かつ積極的な開発及び利用と海洋環境の保全
との調和を図る新たな海洋立国を実現することが重要であることにかんがみ、海洋に関し、基
本理念を定め、国、地方公共団体、事業者及び国民の責務を明らかにし、並びに海洋基本
計画の策定その他海洋に関する施策の基本となる事項を定めること等により、海洋に関する
施策を総合的かつ計画的に推進することを目的とした法律

水産基本法
国民生活の安定向上及び国民経済の健全な発展を図ることを目的として、水産に関する施
策について、基本理念及びその実現を図るのに基本となる事項を定めた法律

漁業法
漁業生産（漁場の利用）に関する基本的制度を定め、漁業者及び漁業従事者を主体とする
漁業調整機構（漁業調整委員会等）の運用によって水面を総合的（重複的・立体的）に利用
することにより漁業生産力を発展させ、あわせて漁業の民主化を図ることを目的とした法律

水産資源保護法

水産動植物の採捕の制限、対象種の捕獲が可能な漁船（許可漁船）の定数などの規制的な
措置、及び保護水面、溯河魚類の国営孵化放流などの積極的な維持培養措置とを定めるこ
とにより、水産資源の保護培養を図り、その効果を将来にわたって維持することにより、漁業
の発展に寄与することを目的とした法律
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生物多様性に関する法律の概要（３／５） 

 

  

法律名 概要

漁港漁場整備法

水産業の健全な発展及びこれによる水産物の供給の安定を図るため、環境との調和に配慮
しつつ、漁港漁場整備事業を総合的かつ計画的に推進し、及び漁港の維持管理を適正に
し、もって国民生活の安定及び国民経済の発展に寄与し、あわせて豊かで住みよい漁村の
振興に資することを目的とした法律

海岸法
津波、高潮、波浪その他海水又は地盤の変動による被害から海岸を防護するとともに、海岸
環境の整備と保全及び公衆の海岸の適正な利用を図り、もって国土の保全に資することを
目的とした法律

港湾法
交通の発達及び国土の適正な利用と均衡ある発展に資するため、環境の保全に配慮しつ
つ、港湾の秩序ある整備と適正な運営を図るとともに、航路を開発し、及び保全することを目
的とした法律

海洋汚染等及び海上
災害の防止に関する
法律

船舶、海洋施設及び航空機から海洋に油、有害液体物質等及び廃棄物を排出すること、海
底の下に油、有害液体物質等及び廃棄物を廃棄すること、船舶から大気中に排出ガスを放
出すること並びに船舶及び海洋施設において油、有害液体物質等及び廃棄物を焼却するこ
とを規制し、廃油の適正な処理を確保するとともに、排出された油、有害液体物質等、廃棄
物その他の物の防除並びに海上火災の発生及び拡大の防止並びに海上火災等に伴う船
舶交通の危険の防止のための措置を講ずることにより、海洋汚染等及び海上災害を防止
し、あわせて海洋汚染等及び海上災害の防止に関する国際約束の適確な実施を確保し、
もって海洋環境の保全等並びに人の生命及び身体並びに財産の保護に資することを目的と
した法律

瀬戸内海環境保全特
別措置法

瀬戸内海の環境の保全上有効な施策の実施を推進するための瀬戸内海の環境の保全に関
する計画の策定等に関し必要な事項を定めるとともに、特定施設の設置の規制、富栄養化
による被害の発生の防止、自然海浜の保全等に関し特別の措置を講ずることにより、瀬戸内
海の環境の保全を図ることを目的とした法律

有明海及び八代海等
を再生するための特
別措置に関する法律

有明海及び八代海等の再生に関する基本方針を定めるとともに、有明海及び八代海等の海
域の特性に応じた当該海域の環境の保全及び改善並びに水産資源の回復等による漁業の
振興に関し実施すべき施策に関する計画を策定し、その実施を促進する等特別の措置を講
ずることにより、有明海及び八代海等を豊かな海として再生することを目的とした法律

美しく豊かな自然を
保護するための海岸
における良好な景観
及び環境の保全に係
る海岸漂着物等の処
理等の推進に関する
法律(海岸漂着物処
理促進法)

海岸漂着物等の円滑な処理を図るため必要な施策及び海岸漂着物等の発生の抑制を図る
ため必要な施策に関し、基本理念を定め、国、地方公共団体、事業者及び国民の責務を明
らかにするとともに、政府による基本方針の策定その他の海岸漂着物対策を推進するために
必要な事項を定めることにより、海岸漂着物対策を総合的かつ効果的に推進することを目的
とした法律

海洋生物資源の保存
及び管理に関する法
律

我が国の排他的経済水域等における海洋生物資源について、その保存及び管理のための
計画を策定し、並びに漁獲量及び漁獲努力量の管理のための所要の措置を講ずることによ
り、漁業法又は水産資源保護法による措置等と相まって、排他的経済水域等における海洋
生物資源の保存及び管理を図り、あわせて海洋法に関する国際連合条約の的確な実施を
確保し、もって漁業の発展と水産物の供給の安定に資することを目的とした法律

海洋水産資源開発促
進法

沿岸海域における水産動植物の増殖及び養殖を計画的に推進するための措置並びに漁業
者団体等による海洋水産資源の自主的な管理を促進するための措置を定めること等により、
海洋水産資源の開発及び利用の合理化を促進し、もつて漁業の健全な発展と水産物の供
給の安定に資することを目的とした法律
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生物多様性に関する法律の概要（４／５） 

 

  

法律名 概要

離島振興法

我が国の領域、排他的経済水域等の保全、海洋資源の利用、自然環境の保全等に重要な
役割を担っている離島について、産業基盤及び生活環境の整備等の状況を改善するととも
に、離島の地理的及び自然的特性を生かした振興を図るため、その基礎条件の改善及び産
業振興等に関する対策を樹立し、これに基づく事業を迅速かつ強力に実施する等離島の振
興のための特別の措置を講ずることによって、離島の自立的発展を促進し、島民の生活の
安定及び福祉の向上を図ることを目的とした法律

奄美群島振興開発特
別措置法

奄美群島の特殊事情にかんがみ、奄美群島振興開発基本方針に基づき総合的な奄美群島
振興開発計画を策定し、及びこれに基づく事業を推進する等特別の措置を講ずることによ
り、その基礎条件の改善並びに地理的及び自然的特性に即した奄美群島の振興開発を図
ることを目的とした法律

小笠原諸島振興開発
特別措置法

小笠原諸島の復帰に伴い、小笠原諸島の特殊事情にかんがみ、小笠原諸島振興開発基本
方針に基づき総合的な小笠原諸島振興開発計画を策定し、及びこれに基づく事業を実施
する等特別の措置を講ずることにより、その基礎条件の改善並びに地理的及び自然的特性
に即した小笠原諸島の振興開発を図り、併せて帰島を希望する旧島民の帰島を促進するこ
とを目的とした法律

沖縄振興特別措置法

沖縄の置かれた特殊な諸事情に鑑み、沖縄振興基本方針を策定し、及びこれに基づき策
定された沖縄振興計画に基づく事業を推進する等特別の措置を講ずることにより、その基礎
条件の改善並びに地理的及び自然的かつ計画的な振興を図り、もって沖縄の自立的発展
に資するとともに、沖縄の豊かな住民生活の実現に寄与することを目的とした法律

鳥獣の保護及び狩猟
の適正化に関する法
律(鳥獣保護法)

鳥獣の保護を図るための事業を実施するとともに、鳥獣による被害を防止し、併せて猟具の
使用に係る危険を予防することにより、鳥獣の保護と狩猟の適正化を図り、生物多様性の確
保、生活環境の保全及び農林水産業の健全な発展に寄与することを目的とした法律

絶滅のおそれのある
野生動植物の種の保
存に関する法律(種の
保存法)

希少野生動植物種を指定し、捕獲等、譲渡等及び輸出入を規制するとともに、生息地等保
護区の指定や保護増殖事業の実施などにより、絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存
を図ることを目的とした法律

特定外来生物による
生態系等に係る被害
の防止に関する法律
(外来生物法)

特定外来生物による生態系、人の生命・身体、農林水産業への被害を防止するため、特定
外来生物として指定した生物の輸入や飼養等を規制し、防除等を行うことを定めた法律

遺伝子組換え生物等
の使用等の規制によ
る生物の多様性の確
保に関する法律(カル
タヘナ法)

カルタヘナ議定書を国内で実施するために、使用形態に応じた遺伝子組換え生物等の使
用等の規制、輸出入に関する手続等について定めた法律

動物の愛護及び管理
に関する法律

動物の虐待・遺棄の防止、動物の適正な取扱いその他動物の愛護に関する事項を定めて
国民の間に動物を愛護する気風を招来し、生命尊重、友愛及び平和の情操の涵養に資す
るとともに、動物の管理に関する事項を定めて動物による人の生命、身体及び財産に対する
侵害、生活環境の保全上の支障を防止し、人と動物の共生する社会の実現を図ることを目
的とした法律（※改正動物愛護管理法は、平成25年9月1日より施行）

化学物質の審査及び
製造等の規制に関す
る法律

化学物質による環境の汚染を防止するため、新規の化学物質の製造又は輸入に際し、事前
にその化学物質が難分解性等の性状を有するかどうかを審査する制度を設けるとともに、そ
の性状等に応じ、化学物質の製造、輸入、使用等について必要な規制を行うことを目的とし
た法律

農薬取締法
農薬について登録の制度を設け、販売及び使用の規制等を行なうことにより、農薬の品質の
適正化とその安全かつ適正な使用の確保を図ることを目的とした法律

特定化学物質の環境
への排出量の把握等
及び管理の改善の促
進に関する法律

特定の化学物質の環境への排出量等の把握に関する措置並びに事業者による特定の化学
物質の性状及び取扱いに関する情報の提供に関する措置等を講ずることにより、事業者に
よる化学物質の自主的な管理の改善を促進し、環境の保全上の支障を未然に防止すること
を目的とした法律
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生物多様性に関する法律の概要（５／５） 

 
  

法律名 概要

環境影響評価法
規模が大きく環境影響の程度が著しいものとなるおそれがある事業について、あらかじめ、
事業者自らが調査・予測・評価を行い、その結果を事業の内容に関する決定に反映させるこ
とにより、適正な環境配慮を行うことを目的とした法律

環境教育等による環
境保全の取組の促進
に関する法律(環境教
育等促進法)

環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働取組について、基本理念
を定め、並びに国民、民間団体等、国及び地方公共団体の責務を明らかにするとともに、基
本方針の策定その他の環境保全活動、環境保全の意欲の増進及び環境教育並びに協働
取組の推進に必要な事項を定め、現在及び将来の国民の健康で文化的な生活の確保に寄
与することを目的とした法律（平成23年に環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の
推進に関する法律を改正したもの）

環境情報の提供の促
進等による特定業者
等の環境に配慮した
事業活動の促進に関
する法律(環境配慮
促進法)

事業活動に係る環境配慮等の状況に関する情報の提供及び利用等に関し、国等の責務を
明らかにするとともに、特定事業者による環境報告書の作成及び公表に関する措置等を講
ずることにより、事業活動に係る環境の保全についての配慮が適切になされることを確保す
ることを目的とした法律

国等による環境物品
等の調達の推進等に
関する法律(グリーン
購入法)

この法律は、国、独立行政法人等、地方公共団体及び地方独立行政法人による環境物品
等の調達の推進、環境物品等に関する情報の提供その他の環境物品等への需要の転換を
促進するために必要な事項を定めることにより、環境への負荷の少ない持続的発展が可能
な社会の構築を図ることを目的とした法律

エコツーリズム推進法
エコツーリズムに関する施策を総合的かつ効果的に推進するため、エコツーリズムについて
の基本理念、政府による基本方針の策定、特定自然観光資源の保護に関する措置等を定
めた法律

観光立国推進基本法

観光立国の実現が21世紀のわが国経済社会の発展のために不可欠な重要課題であること
を踏まえ、それに関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、拠るべき基本理念、関
係者の責務、観光白書、政府が策定すべき観光立国推進基本計画、観光立国の実現のた
めに国が講ずるべき基本的施策の内容、国及び地方公共団体が協力すべきこと等について
定めている法律

文化財保護法
文化財を保存し、その活用を図り、もって国民の文化的向上に資するとともに、世界文化の
進歩に貢献することを目的とした法律

南極地域の環境の保
護に関する法律

国際的に協力して南極地域の環境の保護を図るため、南極地域活動計画の確認の制度を
設けるほか南極地域における行為の制限に関する所要の措置等を講ずることにより環境保
護に関する南極条約議定書の的確かつ円滑な実施を確保することを目的とした法律

バイオマス活用推進
基本法

バイオマスの活用の推進に関し基本理念を定め、並びに国、地方公共団体、事業者及び国
民の責務を明らかにするとともに、バイオマスの活用の推進に関する施策の基本となる事項
を定めること等により、バイオマスの活用の推進に関する施策を総合的かつ計画的に推進
し、持続的に発展することができる経済社会の実現に寄与することを目的とした法律

工場立地法
工場立地が環境の保全を図りつつ適正に行なわれるようにするため、工場立地に関する調
査を実施し、及び工場立地に関する準則等を公表し、並びにこれらに基づき勧告、命令等を
行うことを目的とした法律

種別
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的

に
詳

細
に

説
明

・県
の

取
組

の
現

状
を

整
理

し
、

新
規

に
行

う
事

業
を

細
か

く
明

記

・現
状

を
数

値
や

種
を

利
用

し
て

詳
細

に
説

明

・本
土

で
は

主
に

緑
被

率
、

緑
の

質
、

生
態

系
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

、
自

然
資

源
の

持
続

的
利

用
の

視
点

で
都

の
取

組
と

り
ま

と
め

と
目

標
を

設
定

・島
嶼

で
は

外
来

種
、

希
少

種
対

策
に

つ
い

て
記

載

・世
界

的
な

動
向

を
踏

ま
え

た
地

域
概

要
の

説
明

、
既

存
の

取
組

の
整

理
、

行
動

計
画

の
記

載

・ト
ピ

ッ
ク

ス
を

多
用

し
、

「生
物

多

様
性

」を
地

域
性

や
伝

統
文

化

な
ど

身
近

な
レ

ベ
ル

ま
で

掘
り

下

げ ・中
長

期
、

短
期

目
標

設
定

し
、

行
動

計
画

を
説

明

・
戦

略
策

定
の

前
に

長
野

県
生

物
多

様
性

概
況

報
告

書
を

と
り

ま

と
め

・
行

動
計

画
の

中
か

ら
重

点
施

策

を
設

定
（生

物
多

様
性

ア
ン

テ
ナ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
，

日
本

の
屋

根
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
，

里
山

活
性

化
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト
，

地
球

温
暖

化
対

策
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
，

地
域

連
携

・
協

働
促

進
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
）

・岐
阜

大
学

と
の

連
携

に
よ

り
戦

略
を

策
定

。
第

1部
で

岐
阜

大
学

主
催

の
研

究
会

資
料

か
ら

生
物

多
様

性
保

全
の

意
義

を
約

15

ペ
ー

ジ
に

渡
っ

て
抜

粋
。

・目
標

お
よ

び
施

策
は

特
に

社

会
・
経

済
的

な
意

義
を

ベ
ー

ス
に

具
体

的
に

説
明

・生
態

系
ご

と
の

将
来

像
を

設
定

し
、

多
面

的
な

方
面

（
直

接
的

保

全
、

市
民

活
動

・企
業

活
動

、
ラ

イ
フ

ス
タ

イ
ル

、
科

学
的

基
盤

な

ど
）
か

ら
の

目
標

お
よ

び
行

動
計

画
を

策
定

・数
値

目
標

の
設

定
や

県
土

マ
ッ

プ
へ

将
来

像
を

示
し

た
エ

リ
ア

を

提
示

・愛
知

目
標

の
達

成
に

あ
わ

せ
た

目
標

、
行

動
計

画
、

数
値

目
標

の
設

定

・独
自

の
評

価
ツ

ー
ル

の
開

発

・（
戦

略
を

県
か

ら
地

域
へ

の
展

開
）
県

内
を

9地
域

に
分

け
地

域

ご
と

の
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

協

議
会

設
立

お
よ

び
具

体
的

取
組

例
の

提
案

・生
物

多
様

性
の

3つ
の

危
機

＋

地
球

温
暖

化
に

よ
る

影
響

を

ベ
ー

ス
に

目
標

・行
動

計
画

を
設

定 ・取
組

事
例

と
し

て
研

究
報

告
や

取
材

記
事

等
を

抜
粋

し
て

掲
載

・資
料

編
に

自
然

環
境

の
現

状

（生
態

系
、

生
物

相
、

希
少

種
、

外
来

種
等

）
や

条
例

を
掲

載

構
成

（記
載

内
容

）
は

じ
め

に
「ふ

く
し

ま
生

物
多

様
性

推
進

計

画
」
策

定
に

あ
た

っ
て

策
定

に
当

た
っ

て
は

じ
め

に
は

じ
め

に
緑

施
策

の
新

展
開

の
策

定
に

あ

た
っ

て

は
じ

め
に

は
じ

め
に

は
じ

め
に

戦
略

策
定

に
当

た
っ

て
C

O
P
10

の
歴

史
的

な
成

果
は

じ
め

に

生
物

多
様

性
と

は
生

物
多

様
性

と
そ

の
重

要
性

生
物

多
様

性
を

取
り

巻
く

情
勢

埼
玉

県
の

自
然

環
境

戦
略

策
定

に
あ

た
っ

て
策

定
の

背
景

東
京

の
現

状
分

析

戦
略

ビ
ジ

ョ
ン

の
策

定
の

背
景

生
物

多
様

性
を

め
ぐ

る
情

勢
「生

物
多

様
性

ぎ
ふ

戦
略

」の
構

築

生
物

多
様

性
の

現
況

と
課

題
理

念
と

目
標

は
じ

め
に

，
「み

え
生

物
多

様
性

推
進

プ
ラ

ン
」策

定
に

あ
た

っ
て

計
画

策
定

に
あ

た
っ

て
福

島
県

に
お

け
る

生
物

多
様

性
基

本
理

念
と

目
標

絶
滅

に
瀕

し
て

い
る

野
生

生
物

と

埼
玉

県
の

取
組

戦
略

策
定

の
視

点
と

手
法

多
様

な
主

体
と

の
連

携
に

よ
る

緑

施
策

の
推

進

石
川

県
に

お
け

る
生

物
多

様
性

の
現

状
と

課
題

理
念

目
標

と
施

策
目

標
生

物
多

様
性

の
危

機
生

物
多

様
性

の
現

状

生
物

多
様

性
を

め
ぐ

る
情

勢
「ふ

く
し

ま
生

物
多

様
性

推
進

計

画
」
の

基
本

的
考

え
方

行
動

計
画

生
物

多
様

性
の

保
全

に
向

け
て

の
基

本
的

考
え

方

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題
緑

施
策

の
こ

れ
ま

で
の

取
組

目
標

戦
略

の
役

割
お

わ
り

に
行

動
計

画
行

動
計

画
行

動
計

画

計
画

の
基

本
方

針
取

組
を

推
進

す
る

た
め

の
基

本

的
視

点

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

生
物

多
様

性
の

保
全

に
向

け
て

戦
略

の
理

念
と

目
標

緑
施

策
に

よ
っ

て
目

指
す

べ
き

東
京

の
将

来
像

と
目

標

行
動

計
画

目
標

推
進

体
制

地
域

へ
の

展
開

施
策

別
実

施
方

針
３
つ

の
施

策
の

柱
に

沿
っ

た
取

組

み

戦
略

の
効

果
的

な
推

進
生

物
多

様
性

の
保

全
に

向
け

た

県
の

主
な

取
組

生
物

多
様

性
の

保
全

及
び

持
続

可
能

な
利

用
の

た
め

の
取

組

緑
施

策
の

今
後

の
展

開
行

動
計

画
＜

戦
術

＞

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
（重

点
施

策
）
 ＊

推
進

の
仕

組
み

お
わ

り
に

戦
略

の
推

進
地

域
別

・
行

動
方

針
別

の
現

行

施
策

分
類

戦
略

の
推

進
体

制
・
進

行
管

理

資
料

・参
考

・そ
の

他
関

連
用

語
解

説
用

語
解

説
参

考
デ

ー
タ

参
考

文
献

用
語

解
説

用
語

解
説

策
定

の
経

過
等

戦
略

の
3
つ

の
視

点
に

関
連

す
る

県
の

主
な

施
策

一
覧

行
動

計
画

　
数

値
目

標
一

覧
生

物
多

様
性

に
つ

い
て

三
重

県
の

自
然

環
境

環
境

審
議

会
委

員
名

簿
関

連
資

料
用

語
解

説
生

物
多

様
性

保
全

県
戦

略
の

策

定
経

緯

県
・市

町
村

・N
P
O

・
企

業
の

取

組

石
川

県
生

物
多

様
性

戦
略

ビ

ジ
ョ
ン

策
定

員
会

　
委

員
名

簿

懇
談

会
開

催
状

況
な

ど
 ＊

ぎ
ふ

戦
略

策
定

に
係

る
検

討
の

経
緯

「あ
い

ち
自

然
環

境
保

全
戦

略
」

策
定

経
緯

生
物

多
様

性
の

保
全

に
向

け
た

取
組

自
然

公
園

等
指

定
地

域

（地
域

の
教

材
を

活
用

し
た

生
物

多
様

性
の

環
境

教
育

）

関
連

法
令

等
戦

略
策

定
ま

で
の

経
過

地
域

懇
談

会
　

な
ど

 ＊
ぎ

ふ
戦

略
策

定
に

係
る

研
究

会
・
検

討
委

員
会

構
成

員

あ
い

ち
自

然
環

境
保

全
戦

略
検

討
会

開
催

要
項

あ
い

ち
の

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題

方
針

・
条

例
等

（福
島

県
生

物
多

様
性

推
進

協

議
会

設
置

要
綱

）
　

な
ど

策
定

経
過

生
物

多
様

性
ち

ば
県

戦
略

策
定

に
係

る
検

討
状

況

審
議

会
委

員
・
策

定
委

員
　

な
ど

＊

あ
い

ち
自

然
環

境
保

全
戦

略
検

討
会

委
員

用
語

説
明

そ
の

他

検
討

委
員

会
名

簿
参

考
デ

ー
タ

あ
い

ち
自

然
環

境
保

全
戦

略
概

要
版

策
定

の
経

緯
用

語
解

説

戦
略

の
概

要
用

語
集

【
施

策
・
行

動
計

画
】

愛
知

目
標

へ
の

対
応

－
△

－
－

－
＋

＋
－

○
＋

工
程

表

数
値

目
標

目
標

投
入

努
力

（
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
的

）

目
標

達
成

状
況

（
ア

ウ
ト
カ

ム
的

）
○

○
○

○
○

○

【
点

検
・
評

価
】

方
法

毎
年

度
作

成
す

る
「北

海
道

環

境
白

書
」
等

で
公

表

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

行
動

計
画

や
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

の
進

捗
状

況
を

管
理

－
生

物
多

様
性

に
関

す
る

認
証

制

度
の

導
入

（
検

討
）

「1
0年

後
の

東
京

」（
平

成
18

年
）

に
基

づ
き

評
価

－
P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

岐
阜

県
環

境
基

本
計

画
に

よ
る

環
境

基
本

計
画

と
の

統
合

的
な

点
検

・
見

直
し

あ
い

ち
自

然
環

境
保

全
戦

略
推

進
委

員
会

，
生

物
多

様
性

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
に

よ
る

評
価

「み
え

県
民

力
ビ

ジ
ョ
ン

・
行

動
計

画
」「

三
重

県
環

境
基

本
計

画
推

進
計

画
」と

の
整

合
を

ふ
ま

え
る

【
計

画
の

見
直

し
】

時
期

・
間

隔
点

検
・評

価
し

、
必

要
に

応
じ

、

定
期

的
に

見
直

し

目
標

年
度

5
年

を
目

途
－

5年
を

目
処

20
20

年
－

5
年

5年
ご

と
（環

境
基

本
計

画
改

訂

に
あ

わ
せ

て
）

2
02

5年
ま

で
を

目
標

に
概

ね
5
年

目
処

毎
年

度
進

捗
状

況
確

認
、

必
要

に
応

じ
て

計
画

見
直

し

20
15

年
度

【
基

礎
的

な
情

報
】

生
物

相
の

定
性

的
記

載
○

生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・種

目
録

※
資

料
編

※
資

料
編

※
資

料
編

哺
乳

類
△

△
△

＋
＋

△
△

△
△

△

鳥
類

△
△

△
＋

＋
△

△
＋

△
△

△

爬
虫

類
△

△
△

△
△

＋
△

△
△

両
生

類
△

△
△

＋
△

△
＋

△
△

△

汽
水

・淡
水

魚
類

△
△

＋
△

△
＋

△
△

△

昆
虫

類
△

＋
△

＋
＋

＋
＋

＋
△

△
＋

貝
類

△
△

△

そ
の

他
無

脊
椎

動
物

△
△

植
物

（維
管

束
類

）
△

△
△

＋
＋

△
△

＋
△

△
＋

植
物

（藻
類

・そ
の

他
）

△
△

△
△

△

植
物

（地
衣

類
）

△
△

菌
類

（キ
ノ

コ
）

＋

レ
ッ

ド
リ
ス

ト
・
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

△
○

○
○

△
△

△
△

△
○

外
来

種
リ
ス

ト
○

○
○

○
○

○

生
物

相
調

査
の

実
施

×
○

×
○

×
○

○
○

○
○

○
×

※
　

「構
成

（
記

載
内

容
）」

、
「
資

料
・参

考
・そ

の
他

」に
つ

い
て

、
文

言
の

一
部

省
略

や
項

目
の

と
り

ま
と

め
等

に
よ

り
、

必
ず

し
も

各
戦

略
に

記
載

の
と

お
り

と
は

な
っ

て
い

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
　

「愛
知

目
標

へ
の

対
応

」に
つ

い
て

、
「
○

」
は

具
体

的
に

反
映

、
「△

」は
意

識
し

て
策

定
、

「
△

」
は

言
及

、
「－

」は
愛

知
目

標
の

採
択

前
の

戦
略

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
　

「生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・種

目
録

」に
つ

い
て

、
「
○

」
は

リ
ス

ト
、

「△
」は

種
数

、
「＋

」は
定

性
的

な
記

載
を

示
し

て
い

ま
す

。
ま

た
　

「生
物

相
調

査
の

実
施

」に
つ

い
て

、
「○

」は
戦

略
を

策
定

す
る

た
め

に
実

施
、

「×
」は

既
存

の
資

料
を

用
い

る
な

ど
で

対
応

し
て

い
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。

６ 既存の生物多様性地域戦略の概要 

 （平成 25 年 6 月までに策定された 53 地方公共団体による 55 の地域戦略の概要） 
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滋
賀

県
兵

庫
県

奈
良

県
岡

山
県

広
島

県
愛

媛
県

福
岡

県
佐

賀
県

長
崎

県
熊

本
県

大
分

県
沖

縄
県

名
　

　
称

ふ
る

さ
と

滋
賀

の
野

生
動

植
物

と

の
共

生
に

関
す

る
基

本
計

画
滋

賀
県

ビ
オ

ト
ー

プ
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

長
期

構
想

生
物

多
様

性
ひ

ょ
う
ご

戦
略

生
物

多
様

性
な

ら
戦

略
自

然
と

の
共

生
お

か
や

ま
戦

略
未

来
に

つ
な

げ
命

の
環

！
広

島

プ
ラ

ン
生

物
多

様
性

え
ひ

め
戦

略
福

岡
県

生
物

多
様

性
戦

略
第

２
期

佐
賀

県
環

境
基

本
計

画
長

崎
県

生
物

の
多

様
性

の
保

全

に
関

す
る

基
本

的
な

計
画

生
物

多
様

性
く

ま
も

と
戦

略
生

物
多

様
性

お
お

い
た

戦
略

生
物

多
様

性
お

き
な

わ
戦

略

副
　

　
題

～
豊

か
な

自
然

環
境

を
未

来
の

子
ど

も
た

ち
に

～
～

保
全

と
持

続
可

能
な

利
用

の

た
め

に
～

～
生

物
多

様
性

広
島

戦
略

～
～

伝
え

て
い

こ
う

！
　

生
き

も
の

の
恵

み
と

愛
媛

の
暮

ら
し

～
～

み
ん

な
で

創
る

　
環

境
最

先

端
県

さ
が

～
（長

崎
県

生
物

多
様

性
保

全
戦

略
）

策
定

年
月

平
成

19
年

3
月

平
成

21
年

2月
平

成
2
1
年

3
月

平
成

25
年

3月
平

成
2
5
年

3
月

平
成

25
年

3月
平

成
2
3年

12
月

平
成

25
年

3
月

平
成

23
年

10
月

平
成

2
1
年

3
月

平
成

23
年

2月
平

成
2
3
年

3
月

平
成

25
年

3月

計
画

期
間

平
成

18
年

～
平

成
22

年
第

1
期

：
平

成
22

年
度

第
2
期

：
平

成
32

年
度

第
3
期

；
平

成
62

年
度

平
成

2
9
年

度
2
02

0
年

ま
で

平
成

2
5年

度
～

平
成

32
年

度
平

成
29

年
度

ま
で

5
年

後
ま

で
平

成
29

年
度

ま
で

平
成

23
年

度
～

概
ね

5年
間

（
環

境
基

本
計

画
）

平
成

2
5年

度
ま

で
平

成
23

年
4月

～
平

成
3
3年

3月

（
10

年
間

）
平

成
2
3年

度
～

平
成

2
7年

度
（5

年
間

）
中

長
期

：
2
03

0
年

短
期

：2
02

2
年

ペ
ー

ジ
数

  
47

  
6
7

  
15

3
  

19
7

  
1
24

  
12

3
  

4
9

  
17

6
  

1
6

 1
0
2

  
8
3

  
8
1

  
14

4

（
本

編
）

( 
38

)
( 

6
5)

( 
10

5
)

( 
13

8)
( 

1
11

)
( 

11
1)

( 
4
2)

( 
14

3)
( 

1
6)

( 
80

)
( 

6
7)

( 
6
6)

( 
12

4)

特
　

　
徴

・図
や

写
真

、
表

を
不

使
用

。
文

章
の

み
。

・主
に

レ
ッ

ド
リ
ス

ト
に

関
連

し
た

計
画

。
生

物
多

様
性

に
つ

い
て

は
触

れ
ら

れ
て

い
な

い
。

・
県

域
を

ビ
オ

ト
ー

プ
の

タ
イ

プ
ご

と
に

区
分

し
、

現
状

を
簡

潔
に

整

理
。

保
全

・再
生

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
視

点
で

目
標

を
設

定
。

・
実

施
方

針
に

つ
い

て
望

ま
し

い

ビ
オ

ト
ー

プ
の

姿
を

解
説

。

・
既

存
資

料
等

か
ら

重
点

区
域

や
指

標
種

に
つ

い
て

詳
細

に
検

討
、

説
明

・生
物

多
様

性
の

3
つ

の
危

機
に

つ
い

て
兵

庫
県

の
現

状
を

整

理
。

協
働

，
連

携
、

推
進

の
拠

点

設
置

を
軸

に
し

た
具

体
的

な
施

策
を

提
示

（数
値

目
標

）

・
世

界
遺

産
や

伝
統

文
化

，
歴

史
な

ど
の

県
ら

し
さ

を
活

用
し

た

現
状

整
理

、
行

動
計

画

・
既

存
の

取
組

（行
政

・民
間

・企

業
）を

具
体

的
に

紹
介

・
主

体
ご

と
の

取
組

内
容

を
具

体

的
に

記
載

（
推

進
体

制
）

・県
内

を
4地

域
に

わ
け

、
地

域

の
現

状
を

整
理

（
地

形
・
気

象
・

自
然

環
境

・伝
統

文
化

・自
然

ふ

れ
あ

い
）し

、
将

来
像

（イ
メ

ー

ジ
）
、

行
動

計
画

を
各

地
域

で
設

定

・行
動

計
画

の
中

で
行

政
各

部

局
ご

と
、

そ
の

他
主

体
ご

と
の

取

組
内

容
を

提
示

・各
主

体
が

取
り

組
む

き
っ

か
け

づ
く

り
と

し
て

事
例

（
メ

ニ
ュ

ー
）
を

紹
介

（箇
条

書
き

）

・
行

動
計

画
の

中
か

ら
、

5
年

間

で
実

施
す

る
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

を
2つ

選
定

し
、

具
体

的
工

程
表

（
数

値
目

標
）
を

提
示

・地
域

別
に

現
状

と
課

題
を

整
理

し
、

生
態

系
別

に
将

来
像

と
行

動

計
画

を
設

定
。

・行
動

計
画

で
は

各
主

体
ご

と
に

事
業

を
設

定
し

、
数

値
目

標
を

定

め
る

。

・地
域

懇
談

会
を

開
催

し
、

戦
略

策
定

に
県

民
の

声
を

反
映

し
た

こ

と
を

写
真

を
用

い
て

、
戦

略
で

報

告
。

・
環

境
基

本
計

画
の

中
で

地
域

戦
略

を
記

載

・
目

標
を

述
べ

た
上

で
、

現
況

や

課
題

を
簡

潔
に

記
載

し
、

施
策

に

方
向

を
地

域
や

項
目

を
分

け
て

記
載

（施
策

に
つ

い
て

は
ほ

ぼ
箇

条
書

き
程

度
の

記
載

）

・
有

明
海

に
つ

い
て

は
別

途
分

け
て

目
標

や
施

策
、

現
況

を
記

載

・計
画

期
間

が
平

成
21

年
度

～

25
年

度
と

短
期

間

・地
域

ご
と

に
現

状
を

記
載

し
て

い
る

が
、

課
題

目
標

、
行

動
計

画

は
４
つ

の
危

機
ご

と
に

記
載

さ

れ
、

長
崎

県
の

危
機

に
つ

い
て

は
記

載
が

少
な

い
。

・課
題

と
理

論
・
目

標
の

関
係

性

に
つ

い
て

記
載

な
し

。

・各
施

策
ご

と
に

年
度

単
位

の
工

程
表

を
一

覧
図

に
整

理
。

・
自

然
環

境
の

直
接

的
保

全
・再

生
,農

林
畜

産
水

産
業

に
よ

る
生

物
多

様
性

へ
の

配
慮

に
つ

い

て
、

詳
細

に
行

動
計

画
を

記
載

。

各
主

体
の

役
割

は
各

行
動

計
画

ご
と

に
割

り
振

ら
れ

て
い

な
い

（一

括
で

役
割

と
し

て
記

載
）

・生
物

多
様

性
を

め
ぐ

る
情

勢
に

つ
い

て
記

載
が

少
な

い
。

・行
動

計
画

に
つ

い
て

は
自

然

環
境

の
直

接
的

保
全

・
再

生
に

関
す

る
取

組
が

多
く

示
さ

れ
、

特

に
公

共
事

業
や

農
林

畜
産

業
、

普
及

啓
発

に
つ

い
て

は
事

例
が

掲
載

さ
れ

て
い

る
。

・「
自

然
環

境
の

保
全

に
関

す
る

指
針

」（
19

9
9年

）
で

設
定

し
た

自

然
環

境
の

現
状

や
保

全
度

を
示

す
自

然
度

（
ラ

ン
ク

Ⅰ
～

Ⅴ
）
を

用
い

て
地

域
（全

件

を
5
地

域
に

分
類

）の
自

然
度

を

算
出

・行
動

計
画

の
う
ち

、
重

点
施

策

を
設

定
（
全

県
お

よ
び

地
域

ご
と

）

構
成

（
記

載
内

容
）

は
じ

め
に

は
じ

め
に

戦
略

策
定

に
あ

た
っ

て
は

じ
め

に
は

じ
め

に
戦

略
の

策
定

に
あ

た
っ

て
は

じ
め

に
戦

略
策

定
に

あ
た

っ
て

基
本

的
事

項
前

文
、

概
要

戦
略

の
策

定
に

あ
た

っ
て

策
定

に
あ

た
っ

て
は

じ
め

に

滋
賀

県
の

野
生

動
植

物
の

現
状

と
課

題

保
全

・再
生

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
に

関
す

る
方

針
 ＊

生
物

多
様

性
を

と
り

ま
く

情
勢

戦
略

策
定

に
あ

た
っ

て
戦

略
の

策
定

に
当

た
っ

て
生

物
多

様
性

を
取

り
巻

く
現

状
と

課
題

戦
略

策
定

に
あ

た
っ

て
生

物
多

様
性

の
現

状
と

課
題

生
物

多
様

性
の

保
全

・活
用

～

生
物

多
様

性
佐

賀
県

戦
略

～
生

物
多

様
性

の
保

全
が

必
要

な

理
由

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題
大

分
県

の
生

物
多

様
性

を
取

り

巻
く

状
況

生
物

多
様

性
お

き
な

わ
戦

略
策

定
の

背
景

基
本

方
針

お
よ

び
中

期
的

な
目

標
 ＊

保
全

・再
生

・ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

化
を

重
点

的
に

推
進

す
べ

き
区

域
 ＊

ひ
ょ

う
ご

の
生

物
多

様
性

奈
良

県
の

現
況

岡
山

県
に

お
け

る
生

物
多

様
性

基
本

理
念

と
目

標
生

物
多

様
性

の
現

状
と

課
題

目
指

す
社

会
と

目
標

有
明

海
の

再
生

長
崎

県
の

生
物

多
様

性
の

現
状

戦
略

の
目

標
目

標
生

物
多

様
性

に
つ

い
て

講
ず

べ
き

施
策

 ＊
保

全
・再

生
・ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

化
を

図
る

た
め

の
方

策
 ＊

生
物

多
様

性
の

取
組

と
課

題
基

本
方

針
と

目
標

目
指

す
べ

き
姿

と
目

標
行

動
計

画
目

指
す

べ
き

将
来

像
と

目
標

行
動

計
画

計
画

の
推

進
・
進

行
管

理
県

戦
略

の
目

標
と

基
本

方
針

各
主

体
の

役
割

と
県

の
取

組
行

動
計

画
現

状
と

課
題

推
進

体
制

 ＊
戦

略
の

理
念

と
目

標
行

動
計

画
行

動
計

画
行

動
計

画
の

推
進

行
動

計
画

（中
期

的
に

取
り

組
む

具
体

的
施

策
）

推
進

体
制

と
進

行
管

理
行

動
計

画
の

趣
旨

と
期

間
戦

略
の

推
進

体
制

と
進

行
管

理
戦

略
の

推
進

地
域

戦
略

行
動

計
画

推
進

体
制

推
進

体
制

推
進

体
制

と
進

行
管

理
生

物
多

様
性

保
全

の
た

め
の

今

後
の

取
組

行
動

計
画

戦
略

の
効

果
的

推
進

県
戦

略
の

推
進

推
進

体
制

資
料

・
参

考
・
そ

の
他

概
要

、
策

定
ま

で
の

経
過

生
物

多
様

性
ひ

ょ
う
ご

戦
略

の
概

要
用

語
解

説
経

緯
参

考
文

献
生

物
多

様
性

え
ひ

め
戦

略
策

定

の
経

緯
経

緯
及

び
体

制
等

長
崎

県
自

然
環

境
保

全
施

策
の

経
緯

県
内

で
確

認
さ

れ
た

特
定

外
来

生
物

・要
警

戒
外

来
生

物
の

一
生

物
多

様
性

に
係

る
主

な
条

例
・
方

針
等

用
語

解
説

審
議

会
部

会
、

小
委

員
会

　
委

員
名

簿
 ＊

用
語

解
説

関
連

資
料

委
員

名
簿

写
真

提
供

（
え

ひ
め

の
生

物
多

様
性

保
全

推
進

委
員

会
の

概
要

）
県

民
の

意
向

把
握

（地
域

座
談

会
、

パ
ブ

リ
ッ

ク
コ

メ
自

然
環

境
保

全
基

礎
調

査
結

果

よ
り

（海
岸

線
　

ほ
か

）
自

然
公

園
、

自
然

環
境

保
全

地

域
等

の
一

覧
天

然
記

念
物

参
考

文
献

ふ
る

さ
と

滋
賀

の
野

生
動

植
物

と

の
共

生
に

関
す

る
条

例
、

施
行

県
・市

町
・N

P
O

の
取

組
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

用
語

集
検

討
会

設
置

要
項

（
え

ひ
め

の
生

物
多

様
性

保
縁

推
進

員
会

専
門

委
員

会
の

概
戦

略
推

進
際

し
て

参
考

と
な

る
そ

の
他

の
指

標
「な

が
さ

き
の

希
少

な
野

生
動

植

物
」
よ

り
熊

本
県

公
共

事
業

等
環

境
配

慮
チ

ェ
ッ

ク
リ
ス

ト
特

別
保

護
樹

林
参

考
文

献
（
コ

ラ
ム

）

希
少

野
生

動
植

物
種

一
覧

表
審

議
会

部
会

及
び

委
員

会
　

委

員
名

簿
 ＊

策
定

の
経

緯
参

考
文

献
策

定
経

緯
（
庁

内
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

の

概
要

）
 ＊

用
語

解
説

絶
滅

種
、

絶
滅

危
惧

種
の

生
育

環
境

（
植

物
・藻

類
）

戦
略

策
定

の
経

過
、

検
討

委
員

会
名

簿
特

別
保

護
樹

木
参

考
文

献
（
コ

ラ
ム

）

指
定

外
来

種
一

覧
表

指
定

野
生

鳥
獣

種
一

覧
表

審
議

会
部

会
及

び
委

員
会

　
審

議
経

過
 ＊

検
討

会
写

真
提

供
（
県

民
か

ら
の

意
見

聴
取

）
絶

滅
・
個

体
数

減
少

の
原

因
（植

物
・藻

類
）

熊
本

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

検
討

委
員

会
設

置
要

綱

生
物

多
様

性
お

お
い

た
県

戦
略

（仮
称

）策
定

委
員

会
要

綱

用
語

の
解

説
執

筆
協

力
者

参
考

文
献

長
崎

県
生

物
多

様
性

保
全

戦
略

策
定

に
係

る
検

討
経

緯
熊

本
県

生
物

多
様

性
施

策
推

進
連

携
会

議
設

置
要

綱
生

物
多

様
性

お
お

い
た

県
戦

略

（仮
称

）策
定

委
員

会
名

簿

【
施

策
・
行

動
計

画
】

愛
知

目
標

へ
の

対
応

－
－

－
＋

＋
＋

＋
－

＋

工
程

表
○

○
○

数
値

目
標

○
○

目
標

投
入

努
力

（ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
的

）

目
標

達
成

状
況

（ア
ウ

ト
カ

ム
的

）
○

○
○

○
○

○

【
点

検
・

評
価

】

方
法

レ
ッ

ド
デ

ー
タ

ブ
ッ

ク
の

改
訂

に

あ
わ

せ
る

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査
、

重
要

拠
点

区
域

等
に

お
け

る
ビ

オ
ト
ー

プ
の

保
全

・再
生

の
進

捗
度

毎
年

度
、

実
施

行
動

計
画

の
工

程
と

数
値

目
標

の
達

成
状

況
を

把
握

新
奈

良
県

環
境

総
合

計
画

に
準

じ
、

戦
略

の
数

値
目

標
の

達
成

状
況

で
評

価

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

審
議

会
に

報
告

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

え
ひ

め
の

生
物

多
様

性
保

全
推

進
委

員
会

が
毎

年
度

点
検

評
価

（
数

値
目

標
の

達
成

状
況

に
よ

る
）

生
物

多
様

性
戦

略
庁

内
推

進
会

議
に

よ
る

。
P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

環
境

指
標

の
動

向
や

施
策

の
実

施
状

況
な

ど
に

よ
る

「２
１
長

崎
県

環
境

づ
く

り
推

進
本

部
」に

よ
っ

て
年

度
毎

に
実

施
状

況
を

点
検

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

生
物

多
様

性
指

標
の

設
定

（平

成
2
4年

度
中

）
P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

【
計

画
の

見
直

し
】

時
期

・
間

隔
5年

ご
と

概
ね

5年
お

き
原

則
と

し
て

5
年

ご
と

概
ね

10
年

必
要

に
応

じ
て

5年
ご

と
5
年

5年
ご

と
必

要
に

応
じ

て
5年

後
5
年

目
5年

目
5年

後

【
基

礎
的

な
情

報
】

生
物

相
の

定
性

的
記

載
○

生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・種

目
録

哺
乳

類
＋

＋
△

＋
＋

△
△

＋
＋

△

鳥
類

＋
△

△
＋

＋
△

△
＋

＋
△

爬
虫

類
＋

△
△

＋
＋

△
△

＋
＋

△

両
生

類
＋

△
△

＋
＋

△
△

＋
＋

△

汽
水

・
淡

水
魚

類
＋

△
△

＋
＋

△
△

＋
＋

＋

昆
虫

類
＋

＋
＋

＋
＋

＋
△

＋
＋

貝
類

＋
＋

＋
△

△
＋

＋

そ
の

他
無

脊
椎

動
物

＋
＋

＋
＋

△
＋

＋

植
物

（
維

管
束

類
）

＋
＋

＋
＋

＋
＋

△
＋

＋

植
物

（
藻

類
・
そ

の
他

）
＋

植
物

（
地

衣
類

）

菌
類

（
キ

ノ
コ

）
＋

レ
ッ

ド
リ
ス

ト
・
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

△
△

△
△

△
△

△
△

外
来

種
リ
ス

ト
○

○

生
物

相
調

査
の

実
施

×
○

×
○

○
×

○
×

○
○

×
×

×

※
　

「構
成

（記
載

内
容

）
」、

「
資

料
・
参

考
・
そ

の
他

」に
つ

い
て

、
文

言
の

一
部

省
略

や
項

目
の

と
り

ま
と

め
等

に
よ

り
、

必
ず

し
も

各
戦

略
に

記
載

の
と

お
り

と
は

な
っ

て
い

な
い

場
合

が
あ

り
ま

す
。

※
　

「愛
知

目
標

へ
の

対
応

」
に

つ
い

て
、

「
○

」は
具

体
的

に
反

映
、

「△
」は

意
識

し
て

策
定

、
「
△

」
は

言
及

、
「
－

」は
愛

知
目

標
の

採
択

前
の

戦
略

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
　

「生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・種

目
録

」
に

つ
い

て
、

「
○

」は
リ
ス

ト
、

「
△

」は
種

数
、

「＋
」は

定
性

的
な

記
載

を
示

し
て

い
ま

す
。

ま
た

　
「
生

物
相

調
査

の
実

施
」
に

つ
い

て
、

「
○

」は
戦

略
を

策
定

す
る

た
め

に
実

施
、

「×
」
は

既
存

の
資

料
を

用
い

る
な

ど
で

対
応

し
て

い
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。
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札
幌

市
さ

い
た

ま
市

横
浜

市
新

潟
市

静
岡

市
浜

松
市

名
古

屋
市

堺
市

神
戸

市
北

九
州

市
福

岡
市

名
　

　
称

生
物

多
様

性
さ

っ
ぽ

ろ
ビ

ジ
ョ
ン

さ
い

た
ま

市
環

境
基

本
計

画
（改

訂
版

）

ヨ
コ

ハ
マ

ｂ
プ

ラ
ン

（生
物

多
様

性
横

浜
行

動
計

画
）

に
い

が
た

命
の

つ
な

が
り

プ
ラ

ン

（
新

潟
市

生
物

多
様

性
地

域
計

画
）

静
岡

市
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

生
物

多
様

性
は

ま
ま

つ
戦

略
生

物
多

様
性

2
05

0な
ご

や
戦

略
生

物
多

様
性

・堺
戦

略
生

物
多

様
性

神
戸

プ
ラ

ン
20

2
0

北
九

州
市

生
物

多
様

性
戦

略
生

物
多

様
性

ふ
く

お
か

戦
略

副
　

　
題

～
は

じ
め

よ
う
、

ｂ
な

暮
ら

し
～

海
か

ら
山

ま
で

・多
様

な
生

き
も

の
と

人
々

の
暮

ら
し

が
共

存
す

る

都
市

を
目

指
し

て

策
定

年
月

平
成

2
5年

3月
平

成
23

年
3月

平
成

23
年

4月
平

成
2
4年

3月
平

成
23

年
1
1月

平
成

25
年

3月
平

成
22

年
3月

平
成

25
年

3
月

平
成

23
年

2月
平

成
22

年
11

月
平

成
2
4年

5月

計
画

期
間

20
20

年
ま

で
平

成
32

年
－

2
06

0年
ま

で
（長

期
目

標
）

5
～

10
年

後
（
短

期
目

標
）

目
標

：2
02

0
年

将
来

像
：2

0
50

年

平
成

34
年

度
（
50

年
後

ま
で

）
20

22
年

度
ま

で
20

2
0年

度
ま

で
平

成
22

年
度

～
平

成
26

年
度

10
年

間

ペ
ー

ジ
数

 1
14

  
10

 1
20

  
16

0
  

9
4

  
17

2
  

12
6

  
94

 1
18

  
18

9
  

19
7

（
本

編
）

( 
76

)
( 

10
)

( 
83

)
( 

11
6)

( 
6
9)

( 
14

3)
( 

10
4
)

( 
74

)
( 

75
)

( 
18

3
)

( 
17

9)

特
　

　
徴

・コ
ラ

ム
の

多
用

や
か

き
ぶ

り
や

デ
ザ

イ
ン

を
柔

ら
か

く
し

、
市

民
に

わ
か

り
や

す
く

と
り

ま
と

め
て

い
る

・現
状

と
課

題
の

整
理

を
一

覧
表

に
と

り
ま

と
め

・施
策

の
方

向
性

お
よ

び
行

動

計
画

を
普

及
啓

発
を

軸
に

設
定

し
、

市
民

活
動

や
企

業
活

動
の

活
性

化
に

よ
っ

て
目

標
達

成
を

目
指

す

・さ
い

た
ま

市
の

現
況

に
つ

い
て

詳
細

な
記

載
な

し

・課
題

お
よ

び
施

策
を

箇
条

書
き

程
度

に
整

理

・普
及

啓
発

や
市

民
活

動
の

推

進
等

、
協

働
や

連
携

の
中

で
施

策
を

推
進

す
る

内
容

・策
定

の
方

法
、

普
及

の
方

法
を

第
1章

に
記

載
（
読

み
や

す
い

ま

と
め

方
、

目
標

追
求

型
の

戦
略

、

成
功

体
験

の
積

み
重

ね
）

・市
民

に
わ

か
り

や
す

い
、

効
果

が
見

え
や

す
い

事
例

な
ど

、
ア

ピ
ー

ル
で

き
る

重
点

事
業

を
積

み
重

ね
、

普
及

啓
発

に
よ

る
推

進
を

図
る

。
主

体
ご

と
に

行
動

計

画
策

定
と

情
報

共
有

へ
の

展
開

を
提

案
。

・
施

策
の

中
か

ら
、

重
点

事
業

と

し
て

シ
ン

ボ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

推

進 ・
短

期
目

標
,長

期
目

標
を

そ
れ

ぞ
れ

の
施

策
に

設
定

。

・行
動

計
画

（戦
略

）を
と

り
ま

と

め
、

か
ら

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

設
定

・リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
は

生
息

地
保

全
お

よ
び

市
民

参

加
、

啓
発

事
業

な
ど

で
具

体
的

な
事

業
内

容
や

役
割

分
担

を
記

載
（一

部
の

事
業

で
は

実
施

方

法
に

つ
い

て
も

記
載

）

・多
様

な
基

礎
デ

ー
タ

を
記

載
。

地
域

の
現

状
に

つ
い

て
、

地
域

区
分

ご
と

に
詳

細
に

説
明

（貴
重

種
や

生
態

系
の

イ
メ

ー
ジ

図

等
）
。

・注
目

す
べ

き
地

域
（＝

取
組

み

の
候

補
地

）お
よ

び
指

標
種

の
選

定
（
独

自
基

準
）

・重
点

事
業

の
設

定

・目
標

ご
と

に
既

存
事

業
お

よ
び

新
規

事
業

の
整

理

・
地

史
を

ベ
ー

ス
に

し
て

、
人

間
と

土
地

利
用

、
生

き
物

と
の

関
わ

り

を
説

明
（戦

略
の

大
半

を
占

め

る
）

・
目

標
お

よ
び

施
策

は
簡

潔
に

説
明

。
記

載
さ

れ
る

施
策

は
少

な
い

が
、

実
施

主
体

や
内

容
に

つ
い

て
記

載
。

・
戦

略
全

体
に

図
や

写
真

を
多

く

使
い

、
か

き
ぶ

り
を

わ
か

り
や

す
く

す
る

な
ど

の
工

夫
。

・生
物

多
様

性
ホ

ッ
ト
ス

ポ
ッ

ト
の

掲
載

等
生

物
お

よ
び

生
息

・
生

育
地

の
保

全
に

つ
い

て
特

に
詳

細
に

記
載

。
自

然
再

生
、

モ
ニ

タ

リ
ン

グ
や

普
及

啓
発

二
事

業
に

重
点

を
お

く
。

・課
題

と
行

動
計

画
に

よ
る

対
応

に
つ

い
て

は
記

載
な

し

・資
料

編
に

生
物

調
査

の
結

果

を
記

載

・生
き

物
の

生
息

状
況

や
植

生
、

水
質

な
ど

科
学

的
根

拠
を

細
か

く
記

載
。

・行
動

計
画

の
中

で
、

各
地

区
ご

と
に

現
状

や
取

組
、

課
題

を
整

理
。

・行
動

計
画

の
中

で
は

事
業

名

を
列

挙
し

、
そ

の
う
ち

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
の

み
を

内
容

記
載

。

・生
態

系
、

地
域

の
現

況
の

ほ
か

に
施

設
整

備
や

法
規

制
、

自
然

ふ
れ

あ
い

等
に

つ
い

て
の

現
状

・

課
題

を
整

理

    
・8

つ
の

地
域

別
に

目
標

を
設

定

・現
状

を
踏

ま
え

、
生

物
多

様
性

の
健

全
性

の
変

化
や

要
因

を
生

態
系

ご
と

、
生

態
系

サ
ー

ビ
ス

ご
 

と
に

詳
細

に
整

理

・市
の

生
物

多
様

性
の

ポ
テ

ン

シ
ャ

ル
を

評
価

・行
動

計
画

は
、

各
主

体
の

役
割

分
担

を
記

載
、

施
策

は
箇

条
書

き
。

構
成

（
記

載
内

容
）

は
じ

め
に

現
況

と
課

題
は

じ
め

に
，

生
物

多
様

性
横

浜

行
動

計
画

の
位

置
づ

け

プ
ラ

ン
の

策
定

に
あ

た
っ

て
ま

え
が

き
生

物
多

様
性

と
地

域
戦

略
の

意

義

生
物

多
様

性
2
05

0な
ご

や
戦

略

と
は

[総
論

編
]

は
じ

め
に

神
戸

プ
ラ

ン
の

策
定

に
あ

た
っ

て
戦

略
策

定
の

背
景

及
び

趣
旨

生
物

多
様

性
ふ

く
お

か
戦

略
の

ね
ら

い
と

位
置

づ
け

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

に
あ

た
っ

て
個

別
目

標
横

浜
の

生
物

多
様

性
の

将
来

像
新

潟
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性

の
現

状
と

課
題

生
物

多
様

性
と

地
域

戦
略

の
策

定
に

つ
い

て

浜
松

市
の

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題

自
然

が
創

り
、

人
が

造
っ

た
な

ご

や
[歴

史
編

]

堺
市

の
生

物
多

様
性

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題
自

然
環

境
の

現
状

と
課

題
福

岡
市

が
目

指
す

べ
き

姿

札
幌

市
に

お
け

る
生

物
多

様
性

の
現

状
と

課
題

施
策

展
開

の
方

向
生

物
多

様
性

の
取

組
を

進
め

て

い
く

た
め

に

目
標

と
基

本
方

針
静

岡
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性

の
現

状
と

課
題

戦
略

の
目

指
す

べ
き

将
来

像
と

基
本

方
針

・目
標

現
在

の
な

ご
や

の
姿

[現
状

編
]

基
本

理
念

と
目

標
神

戸
プ

ラ
ン

が
め

ざ
す

も
の

自
然

環
境

保
全

の
基

本
理

念
と

基
本

目
標

基
本

的
方

向

推
進

す
る

施
策

重
点

推
進

施
策

～
6つ

の
重

点

ア
ピ

ー
ル

～

具
体

的
な

施
策

戦
略

と
静

岡
市

の
将

来
像

行
動

計
画

望
ま

し
い

な
ご

や
の

姿
[展

望
編

]
基

本
理

念
の

実
現

に
向

け
た

4

つ
の

戦
略

行
動

計
画

施
策

の
方

針
・展

開
各

主
体

の
役

割

ビ
ジ

ョ
ン

の
推

進
に

向
け

て
将

来
像

の
実

現
に

向
け

た
4つ

の

取
組

方
針

と
具

体
的

取
組

シ
ン

ボ
ル

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

推
進

体
制

と
進

行
管

理
も

う
、

始
ま

っ
て

い
ま

す
[実

践
編

]
推

進
体

制
戦

略
の

推
進

の
た

め
に

多
様

な
主

体
と

の
連

携
と

進
行

管
理

計
画

の
推

進
体

制
に

つ
い

て
～

市
役

所
の

率
先

行
動

～

推
進

体
制

と
進

行
管

理
推

進
体

制
と

進
行

管
理

資
料

編

さ
ら

な
る

展
開

へ
～

bプ
ラ

ン
活

動
単

位
版

（仮
称

）～

資
料

・参
考

・そ
の

他
環

境
審

議
会

（生
物

多
様

性
部

会
）名

簿

さ
い

た
ま

市
の

概
況

参
考

資
料

1　
横

浜
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題

プ
ラ

ン
策

定
過

程
用

語
解

説
集

補
足

資
料

（市
域

の
自

然
環

境
等

）

国
際

的
な

取
り

組
み

堺
市

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
策

定
会

議

資
料

編
資

料
編

（福
岡

市
の

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題
）

ビ
ジ

ョ
ン

策
定

経
過

指
標

の
選

定
理

由
・目

標
値

の

根
拠

一
覧

参
考

資
料

2　
用

語
集

（生
物

）
生

物
多

様
性

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
検

討
結

果
（概

要
）

戦
略

に
登

場
す

る
～

生
き

も
の

図
鑑

～

用
語

解
説

事
業

活
動

と
の

関
わ

り
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト
結

果
計

画
策

定
の

経
緯

等
生

物
多

様
性

と
そ

の
利

用
、

影

響
を

与
え

る
要

因
の

変
遷

と
現

市
民

・
企

業
ア

ン
ケ

ー
ト

市
民

団
体

等
ヒ

ア
リ
ン

グ

改
訂

の
経

緯
参

考
資

料
3　

用
語

集
（一

般
）

生
物

多
様

性
に

関
す

る
市

民
意

識
調

査
結

果
（概

要
）

専
門

家
検

討
委

員
会

委
員

名
簿

生
物

多
様

性
は

ま
ま

つ
戦

略

策
定

組
織

な
ご

や
の

緑
の

現
況

と
制

度
補

足
生

物
調

査
参

考
資

料
福

岡
市

に
お

け
る

生
物

多
様

性

と
そ

の
利

用
に

関
す

る
評

価

自
然

環
境

等
基

礎
調

査
資

料
環

境
審

議
会

庁
内

委
員

会

生
物

多
様

性
保

全
に

関
す

る
世

界
や

日
本

国
内

の
動

き

専
門

家
検

討
委

員
会

委
員

名
簿

生
物

多
様

性
は

ま
ま

つ
戦

略
の

策
定

経
過

そ
の

他

（
策

定
会

議
委

員
名

簿
等

）

用
語

集
福

岡
市

の
生

物
多

様
性

を
取

り

巻
く

国
内

外
の

現
状

施
策

の
方

向
性

に
関

連
す

る
愛

知
目

標

さ
い

た
ま

市
環

境
基

本
条

例
数

値
目

標
一

覧
福

岡
市

の
生

物
多

様
性

の
ポ

テ

ン
シ

ャ
ル

進
行

管
理

の
指

標
に

関
す

る
数

値
目

標
の

考
え

方
　

ほ
か

用
語

解
説

用
語

解
説

参
考

資
料

【
施

策
・
行

動
計

画
】

愛
知

目
標

へ
の

対
応

○
△

＋
－

＋
△

工
程

表
○

○

数
値

目
標

目
標

投
入

努
力

（ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
的

）

目
標

達
成

状
況

（ア
ウ

ト
カ

ム
的

）
○

○
○

○
○

○

【
点

検
・
評

価
】

方
法

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

指
標

お
よ

び
数

値
目

標
、

市
民

ア
ン

ケ
ー

ト
に

よ
る

評
価

、
P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

－
社

会
・
自

然
状

況
,生

物
多

様
性

国
家

戦
略

,他
自

治
体

の
戦

略

の
策

定
状

況
に

よ
る

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

。
静

岡
市

生
物

多
様

性
推

進
市

民
会

議
（仮

称
）

で
の

報
告

、
情

報
共

有
、

意
見

交
換

。

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

。
管

理
指

標
に

よ
る

評
価

・進
行

管
理

（生
物

多

様
性

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
指

標
）。

－
環

境
基

本
条

例
に

基
づ

く
年

次

報
告

と
し

て
整

理

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

今
後

作
成

す
る

「生
物

多
様

性

ふ
く

お
か

指
標

（仮
称

）」
に

基
づ

く
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
る

【
計

画
の

見
直

し
】

時
期

・間
隔

20
20

年
頃

を
目

途
必

要
に

応
じ

て
－

5
年

ご
と

状
況

の
変

化
に

応
じ

5年
ご

と
－

5年
ご

と
5年

後
必

要
に

応
じ

て
10

年
ご

と

【
基

礎
的

な
情

報
】

生
物

相
の

定
性

的
記

載
○

生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・種

目
録

哺
乳

類
△

△
△

△
△

＋
△

○

鳥
類

△
△

△
△

△
＋

＋
△

△

爬
虫

類
△

△
△

△
△

＋
△

○

両
生

類
△

△
△

△
△

＋
△

○

汽
水

・淡
水

魚
類

△
△

△
△

△
＋

＋
△

△

昆
虫

類
△

△
△

△
△

＋
＋

△
△

貝
類

△
△

△
＋

△

そ
の

他
無

脊
椎

動
物

△
△

△
＋

△

植
物

（維
管

束
類

）
△

△
△

△
△

＋
＋

△
＋

植
物

（藻
類

・そ
の

他
）

植
物

（地
衣

類
）

菌
類

（キ
ノ

コ
）

レ
ッ

ド
リ
ス

ト
・
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

△
△

△
△

△
△

△
△

△

外
来

種
リ
ス

ト
△

△
△

△
○

○

生
物

相
調

査
の

実
施

○
×

×
○

○
×

○
○

○
－

○

※
　

「構
成

（記
載

内
容

）」
、

「資
料

・参
考

・そ
の

他
」に

つ
い

て
、

文
言

の
一

部
省

略
や

項
目

の
と

り
ま

と
め

等
に

よ
り

、
必

ず
し

も
各

戦
略

に
記

載
の

と
お

り
と

は
な

っ
て

い
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。

※
　

「愛
知

目
標

へ
の

対
応

」に
つ

い
て

、
「○

」は
具

体
的

に
反

映
、

「△
」は

意
識

し
て

策
定

、
「△

」
は

言
及

、
「－

」は
愛

知
目

標
の

採
択

前
の

戦
略

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
　

「生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・種

目
録

」
に

つ
い

て
、

「○
」は

リ
ス

ト
、

「△
」は

種
数

、
「＋

」
は

定
性

的
な

記
載

を
示

し
て

い
ま

す
。

ま
た

　
「生

物
相

調
査

の
実

施
」
に

つ
い

て
、

「○
」は

戦
略

を
策

定
す

る
た

め
に

実
施

、
「×

」
は

既
存

の
資

料
を

用
い

る
な

ど
で

対
応

し
て

い
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。
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黒
松

内
町

（
北

海
道

）
礼

文
町

（
北

海
道

）
小

山
市

（
栃

木
県

）
柏

市
（
千

葉
県

）
流

山
市

（
千

葉
県

）
千

代
田

区
（
東

京
都

）
大

田
区

（
東

京
都

）
葛

飾
区

（
東

京
都

）
厚

木
市

（
神

奈
川

県
）

佐
渡

市
（
新

潟
県

）
高

山
市

（
岐

阜
県

）
岡

崎
市

（
愛

知
県

）
高

島
市

（
滋

賀
県

）

名
　

　
称

黒
松

内
町

生
物

多
様

性
地

域
戦

略

礼
文

島
い

き
も

の
つ

な
が

り
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

生
物

多
様

性
お

や
ま

行
動

計
画

柏
市

生
き

も
の

多
様

性
プ

ラ
ン

生
物

多
様

性
な

が
れ

や
ま

戦
略

ち
よ

だ
生

物
多

様
性

推
進

プ
ラ

ン
大

田
区

環
境

基
本

計
画

生
物

多
様

性
か

つ
し

か
戦

略
生

物
多

様
性

あ
つ

ぎ
戦

略
ト
キ

と
暮

ら
す

島

生
物

多
様

性
佐

渡
戦

略

生
物

多
様

性
ひ

だ
た

か
や

ま
戦

略

生
物

多
様

性
お

か
ざ

き
戦

略
び

わ
湖

源
流

の
郷

　
た

か
し

ま
戦

略

副
　

　
題

～
た

く
さ

ん
の

生
命

（い
の

ち
）輝

く
ま

ち
　

お
や

ま
～

～
オ

オ
タ

カ
が

す
む

森
の

ま
ち

を

子
ど

も
た

ち
の

未
来

へ
～

～
皇

居
か

ら
広

が
る

生
き

も
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

～

自
然

と
共

生
し

た
都

心
の

ま
ち

を

め
ざ

し
て

～

－
『
環

境
と

生
活

・産
業

の
好

循

環
を

礎
と

し
た

持
続

可
能

で
快

適

な
都

市
』を

目
指

し
て

－

～
全

て
の

”生
き

も
の

”
の

命
の

つ
な

が
り

の
た

め
に

～

策
定

年
月

平
成

24
年

3
月

平
成

2
4年

3月
平

成
2
5年

3月
平

成
2
3年

3月
平

成
2
2年

3月
平

成
25

年
3月

平
成

24
年

3月
平

成
24

年
1
1月

平
成

25
年

3
月

平
成

24
年

6
月

平
成

22
年

3
月

平
成

24
年

1
月

平
成

2
4年

3月

計
画

期
間

20
12

年
～

20
31

年
20

21
年

度
ま

で
計

画
の

目
標

年
次

：2
05

0年

短
期

目
標

：2
02

0年

ﾘｰ
ﾃ

ﾞｨ
ﾝ
ﾌ
ﾞﾌ

ﾟﾛ
ｼ

ﾞｪ
ｸﾄ

：
20

15
年

20
5
0年

50
年

間
長

期
目

標
20

5
0年

短
期

目
標

20
2
0年

平
成

24
度

～
平

成
33

年
度

2
01

2
年

度
～

2
02

0
年

度
2
02

0
年

90
年

間
（2

1
00

年
）

10
0年

間
20

50
年

－

ペ
ー

ジ
数

  
88

 1
0
7

 1
0
5

  
79

  
7
9

  
7
0

  
5
5

  
7
5

  
66

  
13

0
  

43
  

90
 1

0
4

（本
編

）
( 

77
)

( 
70

)
( 

94
)

( 
64

)
( 

3
6)

( 
5
6)

( 
3
6)

( 
3
6)

( 
44

)
( 

12
4)

( 
33

)
( 

80
)

( 
98

)

特
　

　
徴

・戦
略

を
推

進
す

る
た

め
の

前
段

階
と

し
て

生
物

多
様

性
土

地
利

用
構

想
を

作
成

し
、

土
地

利
用

に
沿

っ
た

目
標

を
設

定
。

土
地

利
用

構
想

の
マ

ッ
プ

を
作

成

・北
海

道
へ

の
働

き
か

け
や

他
自

治
体

と
の

連
携

を
戦

略
推

進
の

た
め

の
方

法
と

し
て

記
載

・礼
文

町
の

生
物

多
様

性
の

危

機
と

課
題

、
既

存
の

取
組

を
詳

細

に
説

明

・施
策

一
覧

を
施

策
体

系
図

へ

ま
と

め

・資
料

編
に

は
施

策
や

方
策

の

ア
イ

デ
ィ

ア
に

つ
い

て
記

載

・「
場

」
「し

く
み

」「
人

」
の

３
つ

の

視
点

か
ら

、
基

本
方

針
を

整
理

・各
施

策
ご

と
に

具
体

的
内

容
や

目
標

（
数

値
目

標
等

）、
担

当
課

を
明

記

・リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

設

定
。

・愛
知

タ
ー

ゲ
ッ

ト
へ

の
対

応
と

し

て
「
お

や
ま

タ
ー

ゲ
ッ

ト
」を

設
定

し
、

照
合

・
説

明

・重
点

施
策

の
選

定

・新
た

な
制

度
や

保
全

地
区

の

検
討

を
多

く
行

い
、

制
度

を
実

施

し
、

将
来

的
に

市
民

活
動

へ
移

行
す

る
こ

と
を

ね
ら

う

・市
民

意
識

調
査

(意
見

）
へ

の

対
応

表
を

掲
載

・課
題

は
資

料
編

に
区

域
別

に

箇
条

書
き

で
整

理

・計
画

期
間

を
3
段

階
に

分
け

、

そ
れ

ぞ
れ

対
象

区
域

を
拡

大
・
現

地
調

査
結

果
の

詳
細

な
記

載
と

結
果

に
基

づ
く

行
動

計
画

（
保

全
対

象
地

等
）

・
各

行
動

計
画

へ
の

各
主

体
の

役
割

の
明

確
化

・
企

業
の

取
組

の
事

例
紹

介
の

記
載

・
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

を
環

境
基

本
計

画
の

中
の

一
部

と
し

て
位

置
づ

け

・
身

近
な

緑
の

創
出

・保
全

（個

人
や

公
共

施
設

等
の

緑
地

等
）、

普
及

啓
発

を
軸

に
し

た
施

策
の

設
定

。
特

に
エ

コ
ロ

ジ
カ

ル
ネ

ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成
。

・
各

施
策

ご
と

に
担

当
部

署
や

関

係
主

体
を

明
記

・
目

標
や

行
動

計
画

の
基

礎
資

料
の

ひ
と

つ
と

し
て

、
過

去
の

写

真
や

状
況

、
資

料
を

使
用

・
施

策
が

効
果

的
に

発
揮

さ
れ

る

地
域

を
選

定

・
地

域
性

を
反

映
す

る
生

き
も

の

を
選

定
（
指

標
種

）し
、

環
境

タ
イ

プ
別

に
分

類
し

て
一

覧
表

に
整

理

・
将

来
像

を
短

期
、

中
期

、
長

期

の
目

標
に

合
せ

て
想

定
。

・
行

動
計

画
は

既
存

の
取

組
を

ベ
ー

ス
に

目
標

に
あ

わ
せ

て
具

体
化

。
特

に
農

林
水

産
業

、
人

と

の
関

わ
り

、
環

境
教

育
の

分
野

が

多
く

盛
り

込
ま

れ
て

い
る

。

・
地

域
の

現
状

に
つ

い
て

は
、

詳

細
な

記
載

は
な

し
。

・
第

1
章

で
愛

知
目

標
と

の
整

合

を
図

る
こ

と
が

記
載

・
市

域
を

保
全

方
法

に
よ

っ
て

5

つ
に

わ
け

、
そ

れ
ぞ

れ
重

点
施

策
を

設
定

。
重

点
施

策
は

産
業

と
の

連
携

を
中

心
と

し
た

内
容

。

国
外

と
の

連
携

に
も

取
組

む
。

・
現

状
と

課
題

の
と

り
ま

と
め

で
は

、
重

点
事

項
に

合
せ

た
と

り
ま

と
め

方
法

。

・現
状

・課
題

の
整

理
,目

標
設

定
,施

策
の

検
討

が
簡

潔
に

整
理

さ
れ

て
い

る

・生
物

多
様

性
の

基
本

的
事

項

に
の

っ
と

っ
て

課
題

を
整

理

・具
体

的
事

業
に

つ
い

て
は

示
さ

れ
て

お
ら

ず
、

具
体

的
行

動
計

画
は

今
後

検
討

・自
然

環
境

の
既

存
調

査
デ

ー

タ
を

基
に

環
境

類
型

区
分

や
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
状

況
を

掲

載 ・推
進

の
た

め
の

ロ
ー

ド
マ

ッ
プ

（3
段

階
）
を

設
け

施
策

の
方

向

性
を

提
示

・目
標

と
施

策
、

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

体
系

化
し

一
覧

表
,

一
覧

図
に

整
理

・基
本

構
想

編
と

実
行

計
画

編
の

2編
で

構
成

・現
況

、
課

題
、

将
来

目
標

、
方

向
性

、
実

現
に

向
け

た
ス

テ
ッ

プ

を
一

覧
図

と
し

て
整

理

・地
勢

3地
域

、
事

業
の

方
向

性
3

分
類

の
掛

け
合

わ
せ

に
よ

っ
て

施
策

を
設

定

・将
来

像
に

対
す

る
モ

デ
ル

プ
ラ

ン
を

記
載

・地
域

の
社

会
状

況
の

課
題

に

対
す

る
施

策
を

設
定

構
成

（記
載

内
容

）
は

じ
め

に
戦

略
策

定
に

あ
た

っ
て

概
要

編
生

き
も

の
多

様
性

プ
ラ

ン
の

基
本

的
考

え
方

今
な

ぜ
、

“な
が

れ
や

ま
戦

略
”

な
の

か
“
ち

よ
だ

生
物

多
様

性
推

進
プ

ラ

ン
”策

定
の

背
景

大
田

区
環

境
基

本
計

画
の

策
定

に
あ

た
っ

て
生

物
多

様
性

か
つ

し
か

戦
略

と

は
～

未
来

の
子

ど
も

た
ち

の
た

め
戦

略
の

基
本

的
事

項
戦

略
の

目
的

と
位

置
づ

け
生

物
多

様
性

と
地

域
戦

略
の

意

義
戦

略
の

基
本

的
事

項
基

本
構

想
編

　
び

わ
湖

源
流

の

郷
た

か
し

ま
戦

略
と

は

策
定

に
あ

た
ｔっ

て
礼

文
島

に
お

け
る

生
物

多
様

性

の
現

状
と

課
題

策
定

の
背

景
生

き
も

の
多

様
性

プ
ラ

ン
の

将
来

像
と

基
本

方
針

戦
略

の
基

本
的

事
項

千
代

田
区

の
生

物
多

様
性

の
現

状
と

課
題

将
来

の
環

境
増

と
基

本
目

標
か

つ
し

か
の

生
き

も
の

た
ち

の

「
今

」
と

「昔
」

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題
佐

渡
に

お
け

る
生

物
多

様
性

の

現
状

と
課

題
高

山
市

の
生

物
多

様
性

生
物

多
様

性
の

現
況

と
課

題
基

本
構

想
編

　
生

物
多

様
性

の

重
要

性
と

保
全

に
向

け
た

動
き

黒
松

内
町

の
生

物
多

様
性

の
現

状
と

課
題

礼
文

島
い

き
も

の
つ

な
が

り
プ

ロ

ジ
ェ

ク
ト

生
物

多
様

性
の

現
状

と
課

題
基

本
施

策
戦

略
の

理
念

と
目

標
基

本
的

な
考

え
方

と
目

標
基

本
目

標
実

現
の

た
め

の
取

組

み
5
0年

後
の

か
つ

し
か

の
生

き
も

の

た
ち

の
た

め
に

基
本

的
な

考
え

方
と

目
標

生
物

多
様

性
戦

略
の

目
標

と
施

策
戦

略
の

理
念

目
指

す
べ

き
将

来
像

と
取

り
組

み
の

目
標

基
本

構
想

編
　

高
島

市
の

概
要

黒
松

内
町

が
目

指
す

も
の

戦
略

の
推

進
小

山
市

が
め

ざ
す

生
物

多
様

性
重

点
的

施
策

基
本

方
針

行
動

計
画

重
点

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

命
の

つ
な

が
り

を
「未

来
」へ

つ

な
ぐ

た
め

の
5つ

の
基

本
戦

略
行

動
計

画
生

物
多

様
性

戦
略

の
重

点
施

策
戦

略
の

目
標

施
策

展
開

基
本

構
想

編
　

高
島

市
の

豊
か

な
生

物
相

と
課

題

行
動

計
画

た
く

さ
ん

の
生

命
（い

の
ち

）輝
く

行
動

施
策

24
推

進
体

制
取

組
の

基
本

的
な

方
向

性
推

進
体

制
と

進
行

管
理

計
画

の
進

行
管

理
か

つ
し

か
戦

略
実

行
に

向
け

て
推

進
体

制
と

進
行

管
理

指
針

の
設

定
お

か
ざ

き
戦

略
の

推
進

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

基
本

構
想

編
　

高
島

市
を

取
り

巻
く

生
物

多
様

性
と

そ
の

課
題

推
進

体
制

と
進

行
管

理
生

物
多

様
性

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

・プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
進

行
管

理
重

点
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
生

物
多

様
性

に
関

す
る

基
本

施

策
お

か
ざ

き
戦

略
の

推
進

体
制

※
数

値
目

標
基

本
構

想
編

　
高

島
の

市
民

の

取
り

組
み

 ＊

こ
れ

か
ら

の
黒

松
内

町
計

画
の

推
進

・
進

行
管

理
推

進
体

制
・進

行
管

理
戦

略
の

推
進

に
向

け
て

基
本

構
想

編
　

高
島

市
の

目
標

と
す

る
姿

資
料

・参
考

・そ
の

他
策

定
体

制
資

料
編

小
山

市
生

物
多

様
性

地
域

戦
略

検
討

協
議

会
　

関
係

資
料

生
物

多
様

性
と

は
ち

よ
だ

生
物

多
様

性
推

進
プ

ラ
ン

策
定

の
経

緯
大

田
区

環
境

基
本

条
例

策
定

の
過

程
戦

略
策

定
体

制
佐

渡
市

生
物

多
様

性
地

域
戦

略

専
門

委
員

会
の

協
議

過
程

生
物

多
様

性
に

関
す

る
市

民
ア

ン
ケ

ー
ト

戦
略

策
定

体
制

実
行

計
画

編
　

高
島

市
の

目
標

と
す

る
姿

戦
略

の
策

定
過

程
礼

文
島

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
策

定
の

経
緯

等
生

物
多

様
性

に
関

す
る

動
向

用
語

解
説

策
定

の
体

制
・
経

緯
策

定
委

員
会

及
び

庁
内

検
討

部

会
名

簿
地

域
戦

略
ワ

ー
キ

ン
グ

チ
ー

ム
の

協
議

過
程

 ＊
生

物
多

様
性

に
関

す
る

専
門

家

ヒ
ア

リ
ン

グ
用

語
解

説
実

行
計

画
編

　
目

標
を

達
成

す

る
た

め
の

施
策

展
開

用
語

解
説

参
考

資
料

（希
少

植
物

リ
ス

ト
、

外
来

植
物

リ
生

物
多

様
性

ち
ば

県
戦

略
の

概

要
進

捗
管

理
指

標
の

一
覧

意
見

交
換

会
及

び
パ

ブ
リ
ッ

ク
コ

メ
ン

ト
の

実
施

結
果

厚
木

市
及

び
そ

の
周

辺
住

民
の

意
識

（ア
ン

ケ
ー

ト
調

査
）

市
民

意
見

の
把

握
等

地
球

サ
ミ
ッ

ト
に

お
け

る
セ

ヴ
ァ

ン

＝
ス

ズ
キ

の
ス

ピ
ー

チ
実

行
計

画
編

　
高

島
市

の
将

来

の
姿

流
山

市
の

生
物

多
様

性
の

現
状

温
室

効
果

ガ
ス

排
出

量
の

水
系

手
法

か
つ

し
か

の
自

然
環

境
の

変
遷

用
語

解
説

実
行

計
画

編
　

推
進

体
制

計
画

策
定

の
経

緯
大

田
区

環
境

行
政

の
あ

ゆ
み

か
つ

し
か

の
自

然
環

境
の

特
徴

ア
ン

ケ
ー

ト
・
意

見
聴

取
結

果
，

用
語

解
説

、
参

考
図

書
大

田
区

の
デ

ー
タ

、
用

語
解

説
か

つ
し

か
の

生
き

も
の

、
用

語
解

説

【
施

策
・
行

動
計

画
】

愛
知

目
標

へ
の

対
応

＋
○

－
＋

＋
－

＋

工
程

表
○

○
○

数
値

目
標

○

目
標

投
入

努
力

（
ア

ウ
ト
プ

ッ
ト
的

）

目
標

達
成

状
況

（
ア

ウ
ト
カ

ム
的

）
○

○
○

○

【
点

検
・
評

価
】

方
法

生
物

多
様

性
国

家
戦

略
,北

海

道
生

物
多

様
性

保
全

計
画

の
見

直
し

と
整

合
を

と
る

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

。
生

き
も

の
指

標
に

よ
る

進
捗

評
価

（ビ
オ

ト
ー

プ
タ

イ
プ

ご
と

）
、

数
値

目
標

に
よ

る
進

捗
評

価
。

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

。
市

民
参

加
に

よ
る

進
行

管
理

も
取

り
入

れ
る

別
途

設
け

る
評

価
指

標
P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

取
り

組
み

の
実

施
、

進
捗

管
理

指
標

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
、

重
点

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
の

実
績

等
を

調
査

、

集
計

指
標

種
に

よ
る

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
ほ

か

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

特
徴

的
な

自
然

環
境

や
生

物
種

を
対

象
と

し
た

モ
ニ

タ
リ
ン

グ
調

査

等

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

【
計

画
の

見
直

し
】

時
期

・
間

隔
5年

ご
と

5年
ご

と
20

20
 年

度
ま

で
1～

2年
ご

と
に

確
認

20
19

年
に

総
合

的
な

評
価

以
降

1
0年

ご
と

に
見

直
し

20
1
5年

、
20

20
年

5年
後

、
以

降
10

年
ご

と
随

時
（定

期
的

に
行

う
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
に

よ
る

）
平

成
28

年
度

（
5年

後
）に

中
間

見
直

し
必

要
に

応
じ

て
5
年

ご
と

5
年

ご
と

必
要

に
応

じ
て

適
宜

－

【
基

礎
的

な
情

報
】

生
物

相
の

定
性

的
記

載
○

生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・種

目
録

哺
乳

類
○

△
△

＋
＋

△
△

＋

鳥
類

○
△

△
＋

＋
＋

△
△

＋

爬
虫

類
＋

△
△

＋
△

△
＋

両
生

類
○

△
△

＋
△

△
＋

汽
水

・淡
水

魚
類

＋
○

△
△

＋
＋

△
△

＋

昆
虫

類
＋

△
＋

＋
△

＋

貝
類

＋
＋

そ
の

他
無

脊
椎

動
物

＋
＋

△
＋

△
＋

植
物

（維
管

束
類

）
＋

＋
＋

△
＋

＋
＋

△
＋

植
物

（藻
類

・そ
の

他
）

△

植
物

（地
衣

類
）

菌
類

（キ
ノ

コ
）

レ
ッ

ド
リ
ス

ト
・レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

○
○

○
△

外
来

種
リ
ス

ト
○

△
○

生
物

相
調

査
の

実
施

○
×

－
×

○
○

○
○

○
○

×
×

×

※
　

「構
成

（記
載

内
容

）
」、

「資
料

・参
考

・そ
の

他
」に

つ
い

て
、

文
言

の
一

部
省

略
や

項
目

の
と

り
ま

と
め

等
に

よ
り

、
必

ず
し

も
各

戦
略

に
記

載
の

と
お

り
と

は
な

っ
て

い
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。

※
　

「愛
知

目
標

へ
の

対
応

」に
つ

い
て

、
「○

」は
具

体
的

に
反

映
、

「△
」は

意
識

し
て

策
定

、
「△

」は
言

及
、

「
－

」は
愛

知
目

標
の

採
択

前
の

戦
略

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
　

「生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・
種

目
録

」に
つ

い
て

、
「○

」は
リ
ス

ト
、

「△
」は

種
数

、
「
＋

」は
定

性
的

な
記

載
を

示
し

て
い

ま
す

。
ま

た
　

「
生

物
相

調
査

の
実

施
」に

つ
い

て
、

「○
」は

戦
略

を
策

定
す

る
た

め
に

実
施

、
「×

」は
既

存
の

資
料

を
用

い
る

な
ど

で
対

応
し

て
い

る
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

種
数

：
市

域
の

中
で

地
点

を
決

め

調
査

し
た

結
果

の
み
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和
泉

市
（
大

阪
府

）
明

石
市

（
兵

庫
県

）
西

宮
市

（
兵

庫
県

）
宝

塚
市

（
兵

庫
県

）
加

西
市

（
兵

庫
県

）
北

広
島

町
（
広

島
県

）

名
　

　
称

第
２
次

和
泉

市
環

境
基

本
計

画
つ

な
ご

う
生

き
も

の
の

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク 生

物
多

様
性

あ
か

し
戦

略

未
来

に
つ

な
ぐ

　
生

物
多

様
性

に
し

の
み

や
戦

略
生

物
多

様
性

た
か

ら
づ

か
戦

略
生

物
多

様
性

か
さ

い
2
01

3
生

物
多

様
性

き
た

ひ
ろ

戦
略

副
　

　
題

～
生

き
も

の
と

で
あ

い
・
ふ

れ
あ

い
・
ま

な
び

あ
い

～
～

伝
え

る
、

楽
し

む
、

強
く

す
る

～

策
定

年
月

平
成

2
3年

3月
平

成
23

年
3
月

平
成

2
4年

3月
平

成
24

年
3月

平
成

25
年

4
月

平
成

2
5年

3月

計
画

期
間

長
期

目
標

：2
05

0
年

具
体

的
取

組
：2

0
20

年
ま

で
中

間
目

標
：2

01
5
年

初
期

目
標

：
3～

5年

中
期

目
標

：
5～

15
年

最
終

目
標

：
50

年

第
1
期

：平
成

3
0年

度

第
2
期

：平
成

5
4年

度

長
期

目
標

：2
05

0年
度

行
動

計
画

：2
01

6年
度

5
年

間
平

成
3
1年

（戦
略

の
改

訂
）

ペ
ー

ジ
数

  
13

6
  

70
  

9
4

  
97

  
8
6

 1
27

（本
編

）
( 

11
7
)

( 
63

)
( 

8
4)

( 
93

)
( 

7
6)

( 
81

)

特
　

　
徴

・環
境

基
本

計
画

の
中

で
策

定
。

生
物

多
様

性
地

域
戦

略
に

つ
い

て
は

、
環

境
関

連
の

主
な

取
組

の
表

の
中

で
記

載
。

・施
策

は
取

組
事

項
の

み
記

載
。

・生
物

多
様

性
地

域
戦

略
を

環

境
基

本
計

画
か

ら
抜

粋
し

て
取

り
ま

と
め

る
旨

明
記

。
目

標
、

取
組

事
項

に
つ

い
て

も
明

記
。

・
土

地
利

用
ご

と
に

生
態

系
の

現
状

と
課

題
を

整
理

。

・
地

域
別

（土
地

利
用

ご
と

に
近

似
）に

将
来

像
、

取
組

を
設

定
。

・
初

期
、

中
期

、
最

終
目

標
段

階
ご

と
に

方
針

を
設

定
。

・
生

態
系

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
拠

点
と

な
る

地
域

を
選

定
。

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

イ
メ

ー
ジ

図
の

掲
載

。

・目
標

、
生

態
系

ご
と

に
詳

細
な

行
動

計
画

を
記

載
。

・目
標

・施
策

→
地

域
の

生
態

系
を

既
存

調
査

結
果

や
環

境
学

習

の
関

心
度

な
ど

か
ら

評
価

し
地

図
化

、
点

数
化

す
る

仕
組

み
づ

く
り

と
モ

デ
ル

地
域

に
よ

る
検

証
（現

状
分

析
に

お
い

て
マ

ッ
プ

や
リ
ス

ト
を

活
用

し
、

ビ
ジ

ュ
ア

ル
性

の
あ

る
内

容
）

・宝
塚

市
に

対
す

る
国

,県
,

市
,N

P
O

,企
業

等
の

取
組

の
現

状
課

題
を

整
理

・区
域

ご
と

に
現

状
と

課
題

を
地

図
化

し
整

理
・将

来
像

を
環

境
お

よ
び

区
域

ご

と
に

整
理

・施
策

ご
と

に
、

行
政

・市
民

・企
業

の
役

割
を

明
記

・
基

本
的

事
項

や
国

内
外

の
動

向
等

に
つ

い
て

記
載

な
し

。
地

域

の
現

状
と

課
題

に
つ

い
て

の
記

載
簡

潔
。

課
題

の
洗

い
出

し
の

記
載

な
し

。
・
目

標
を

設
定

し
た

上
で

達
成

す

る
た

め
の

課
題

に
つ

い
て

記
載

。
・
実

施
す

る
施

策
に

つ
い

て
具

体
的

な
事

業
名

や
詳

細
な

実
施

内

容
を

明
記

・地
域

の
現

状
と

意
見

に
つ

い
て

啓
発

事
業

「生
物

多
様

性
キ

ャ
ラ

バ
ン

」を
通

じ
て

収
集

・「
希

少
野

生
生

物
」「

外
来

種
」

「野
生

生
物

保
護

区
」
「維

持
・回

復
事

業
」等

の
扱

い
を

定
義

・行
動

計
画

の
ほ

か
に

、
「取

り
組

み
の

種
」を

記
載

。

構
成

（記
載

内
容

）
計

画
の

改
訂

に
あ

た
っ

て
戦

略
策

定
に

あ
た

ｔっ
て

巻
頭

対
談

　
西

宮
の

生
物

多
様

性

戦
略

の
策

定
に

あ
た

っ
て

戦
略

策
定

の
趣

旨
前

文
　

等

和
泉

市
の

環
境

の
現

状
今

、
な

ぜ
生

物
多

様
性

が
必

要
な

の
か

戦
略

策
定

に
あ

た
っ

て
宝

塚
市

の
自

然
環

境
加

西
の

自
然

と
生

き
も

の
生

物
多

様
性

の
保

全
及

び
持

続
可

能
な

利
用

に
向

け
た

戦
略

和
泉

市
の

環
境

に
関

わ
る

課
題

明
石

市
の

現
状

と
課

題
現

状
と

課
題

取
り

組
み

と
課

題
戦

略
の

目
標

と
施

策
の

基
本

方
針

生
物

多
様

性
の

保
全

に
際

す
る

指
針

和
泉

市
の

目
指

す
姿

あ
か

し
戦

略
の

目
標

と
基

本
方

針

に
し

の
み

や
戦

略
が

め
ざ

す
も

の
戦

略
の

理
念

と
目

標
具

体
的

な
行

動
計

画
生

物
多

様
性

の
保

全
お

よ
び

活

用
に

向
け

た
行

動
計

画

望
ま

し
い

環
境

像
の

実
現

に
向

け
た

取
組

行
動

計
画

行
動

計
画

戦
略

の
行

動
計

画
推

進
体

制
と

進
捗

管
理

重
点

施
策

推
進

体
制

と
各

主
体

の
役

割
推

進
体

制
と

進
行

管
理

戦
略

の
効

果
的

推
進

計
画

推
進

に
向

け
た

方
策

戦
略

策
定

に
経

緯
等

資
料

・参
考

・そ
の

他
和

泉
市

環
境

審
議

会
諮

問
・
答

申
策

定
の

経
緯

等
戦

略
策

定
の

検
討

体
制

と
過

程
審

議
会

委
員

、
開

催
状

況

和
泉

市
環

境
審

議
会

委
員

名
簿

専
門

員
会

議
、

開
催

状
況

第
2次

和
泉

市
環

境
基

本
計

画

検
討

委
員

会
委

員
名

簿

生
物

多
様

性
キ

ャ
ラ

バ
ン

実
施

状
況

第
2次

和
泉

市
環

境
基

本
計

画
策

定
の

経
緯

生
物

多
様

性
ワ

ー
キ

ン
グ

グ
ル

ー
プ

第
2次

和
泉

市
環

境
基

本
計

画
策

定
体

制
図

北
広

島
町

生
物

多
様

性
の

保
全

に
関

す
る

条
例

和
泉

市
環

境
基

本
条

例
・用

語

集

【
施

策
・
行

動
計

画
】

愛
知

目
標

へ
の

対
応

＋

工
程

表

数
値

目
標

目
標

投
入

努
力

（ア
ウ

ト
プ

ッ
ト
的

）

目
標

達
成

状
況

（ア
ウ

ト
カ

ム
的

）
○

【
点

検
・
評

価
】

方
法

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

。
平

成
27

年
度

ま
で

毎
年

情
報

を
把

握

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ

ス
テ

ム

（E
M

S）
を

採
用

し
た

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
進

行
管

理

数
値

目
標

に
よ

り
評

価
（毎

年

度
）

環
境

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト
シ

ス
テ

ム

（
E
M

S）
を

採
用

し
た

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

に
よ

る
進

行
管

理

北
広

島
町

の
生

物
多

様
性

総
合

評
価

お
よ

び
社

会
的

評
価

・経
済

活
動

の
効

果
に

よ
る

総
合

的

な
評

価

【
計

画
の

見
直

し
】

時
期

・間
隔

適
切

な
時

期
3
年

後
E
M

Sの
中

で
策

定
後

5
年

後
概

ね
5年

ご
と

平
成

2
5年

～
27

年
：情

報
収

集
後

の
戦

略
へ

の
反

映

平
成

3
1年

：戦
略

の
改

訂
以

降
、

5年
ご

と
に

見
直

し

【
基

礎
的

な
情

報
】

生
物

相
の

定
性

的
記

載
○

○
○

生
物

の
定

量
的

デ
ー

タ
・
種

目
録

哺
乳

類
△

△
△

△

鳥
類

△
△

△
△

爬
虫

類
△

△
△

△

両
生

類
△

△
△

△

汽
水

・淡
水

魚
類

△
△

△
△

昆
虫

類
△

△
△

△

貝
類

△
△

△

そ
の

他
無

脊
椎

動
物

△
△

植
物

（維
管

束
類

）
△

△
△

△

植
物

（藻
類

・そ
の

他
）

△
△

植
物

（地
衣

類
）

△

菌
類

（キ
ノ

コ
）

△

レ
ッ

ド
リ
ス

ト
・
レ

ッ
ド

デ
ー

タ
ブ

ッ
ク

△
△

△
△

外
来

種
リ
ス

ト
△

△
△

△

生
物

相
調

査
の

実
施

○
○

○
×

－
○

※
　

「
構

成
（
記

載
内

容
）」

、
「
資

料
・
参

考
・そ

の
他

」
に

つ
い

て
、

文
言

の
一

部
省

略
や

項
目

の
と

り
ま

と
め

等
に

よ
り

、
必

ず
し

も
各

戦
略

に
記

載
の

と
お

り
と

は
な

っ
て

い
な

い
場

合
が

あ
り

ま
す

。

※
　

「
愛

知
目

標
へ

の
対

応
」に

つ
い

て
、

「
○

」
は

具
体

的
に

反
映

、
「△

」は
意

識
し

て
策

定
、

「
△

」
は

言
及

、
「－

」は
愛

知
目

標
の

採
択

前
の

戦
略

で
あ

る
こ

と
を

示
し

て
い

ま
す

。

※
　

「
生

物
の

定
量

的
デ

ー
タ

・種
目

録
」
に

つ
い

て
、

「○
」は

リ
ス

ト
、

「
△

」は
種

数
、

「＋
」
は

定
性

的
な

記
載

を
示

し
て

い
ま

す
。

ま
た

　
「
生

物
相

調
査

の
実

施
」
に

つ
い

て
、

「○
」は

戦
略

を
策

定
す

る
た

め
に

実
施

、
「
×

」
は

既
存

の
資

料
を

用
い

る
な

ど
で

対
応

し
て

い
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。
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７ 生物多様性地域戦略策定時の取組内容 

（平成 25 年 3 月末までに策定された 51 地方公共団体の 53 計画の策定時の取組内容等） 

（未回答の項目もあるため、回答合計が 53 になるとは限らない） 

 

■策定に要した期間                   ■策定に直接従事した職員数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■策定に要した費用（総額）         ■委託など外部機関の活用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■策定のための新たな調査             ■調査項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

生物多様性地域戦略策定の手引き（改定版） 
 

平成 21年 9月作成 

平成 22年 5月改訂 

平成 26年 3月改定版作成 

 

作成：環境省自然環境局 

自然環境計画課生物多様性地球戦略企画室 

 

〒100-8975 

   東京都千代田区霞が関１－２－２ 

   電話 03 – 3581 - 3351（代表） 

 

※本冊子は下記ホームページからダウンロードできます。 

http://www.biodic.go.jp/biodiversity/activity/local_gov/index.htm 




